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   ダーチャ・マライーニさん紹介    

◇両親とともに札幌へ 

ダーチャ・マライーニは 1938年 2 歳の時に、

アイヌ文化研究のため北海道帝国大学に来た父

フォスコ・マライーニとともに来札しました。

一家は北大構内の外国人教師官舎に暮らしまし

た。1939年、北大では「心の会」が発会し、外

国人教師と学生たちが国籍、立場を超えて人間

的な信頼を育んでいました。メンバーの宮澤弘

幸とマライーニは、旅行、登山、スキーなどを

共にし、大変深い親交がありました。 

◇暗黒の時代 

1941年にフォスコ・マライーニは京大にイタ

リア語教師として赴任しました。1943年イタリ

アが連合国に降伏すると一家は「敵国人」とな

り、強制収容所（名古屋・天白寮）に収監され

死と隣り合わせの厳しい生活となりました。口

に出せぬような人間の浅ましさも経験していま

す。終戦後 1946年、一家はイタリアへ帰国しま

した。帰国後、フォスコ・マライーニは日伊の

交流に多大な貢献をしています。（この功績を記

念してイタリア文化会館では、「マライーニ賞」

を設けています。（ダーチャは、今回授賞式で挨

拶を予定） 

【参考文献】マライーニ一家の強制収容所での

経験についての本が出版されています。 

『ダーチャと日本の強制収容所』 望月紀子著 

2015年 末来社刊 

『漫画ＥＮＤＯ』ペッペ作 小学館刊 現在 1、

2巻発売中 

◇戦後、フォスコと宮澤が再会 

1941 年 12 月 8 日、宮澤弘幸とレーン夫妻ら

は、いわれなき軍機保護法違反で検挙され、重

刑が科せられました。 宮澤は厳しい監獄生活で

極度に衰弱、終戦後ＧＨＱ覚書で釈放されます。

釈放後宮澤が唯一訪問したのは、楽しさを共有

したフォスコのところでした。フォスコは宮澤

の心身の酷い窶れ方に驚き、ショックを受けた

と書き残しています。宮澤は病の為、釈放後ま

もなくして 1947年 2月 22日、27歳の生涯を閉

じました。 

◇文学者としてのダーチャ 

昨年秋、『Vita Mia（わが人生）』を上梓しま

した。その中でこれまで語ることのなかった辛

く苦しい日本での経験を「世界中に、あらゆる

形の暴力と憎悪が再び溢れる今、それを証言し

なければならないと思ったのです。そして自分

の原点は日本でのさまざまな体験です」と語っ

ています。 

これまでも、主にフェミニズムや反ファシズ

ムに焦点をあてた作品を執筆してきました。 

【日本語に翻訳された作品】 

『不安の季節』（1970 年）、『バカンス』（1971

年）、『メアリー・ステュアート』（1990年）、『シ

チーリアの雅歌』（1993年）、『帰郷 シチーリア

へ』（1995年）、『イゾリーナ 切り刻まれた少女』

（1997 年）、『声』（1996年）『別れてきた恋人へ

の手紙』、（1998 年）、『おなかの中の密航者』

（1999 年）、『思い出はそれだけで愛おしい』

（2001年）、『ひつじのドリー』（2016年）、『あ

る女の子のための犬のお話』（2017年） 

【映画脚本 

『三人姉妹』（1988）、『ビエラ/愛の遍歴』（1987）、

『未来は女のものである』（1986） 

 

◇ダーチャの今回の来日中の予定 

今回来日するダーチャは、東京では父の親友

であった宮澤弘幸の墓参と交流会、イタリア文

化会館での「マライーニ賞」授賞式での挨拶、

名古屋では強制収容された寺の訪問、旧友との

再会、札幌では写真展、講演会などを予定して

います。 
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ダーチャ・マライーニと日本の強制収容所 

ロ－ドアイランド大学論文 

望月 紀子 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

ダーチャ・マライーニは 1938年 10月から 1946年

5 月まで、つまり 1歳 11か月から 9歳半まで日本で

過ごしたが、そのうち 7 歳から 9 歳までの約 2 年間

は強制収容所での生活だった。 

本稿では、未来の作家ダーチャ・マライーニが、第

二次世界大戦下の日本の強制収容所で何を見たのか、

どんな経験をしたのかを検証して、この経験が彼女

の文学といかなる関わりをもつのかを探ってゆく。

「牢獄からの解放」という彼女の作品の一貫したテ

ーマはまちがいなく収容所での体験に発しており、

牢獄を知らずして「牢獄からの解放」というテーマは

ありえないからだ。 

日本の収容所での体験については、ダーチャ自身、

いろいろな作品で断片的に触れており、父も体験記

を刊行しているが、今回は末娘のトーニ・マライーニ

の著書に挿入された、母トパーツィアが収容所で書

いていた「ノート」の生々しい記述に多くを教えられ

た。 

強制収容所に入るまで 

1938 年 10 月、ダーチャ・マライーニは両親 1）と

ともに、イタリア南部のブリンディジ港から、大型客

船コンテ・ヴェルデ号で日本の神戸港へ向かった。ま

だ 2 歳にもなっていなかったが、大人たちが船酔い

のためにがらんとした食堂でひとり、面白がるボー

イたちに囲まれて旺盛な食欲をみせる小さな旅人だ

った。ここでひとつ想起しておきたいのは、小さな旅

人が知るはずもない未来の彼女の強制収容所生活と

牢獄を暗示するかのように、このコンテ・ヴェルデ号

に、より悲惨な未来の強制収容所と牢獄を逃れて、多

くのユダヤ人が乗っていたことである。彼らの行き

先は第二次上海事変ののち日本軍の統制下にあった

上海の国際共同租界に設置されていたゲットーで、

1939 年半ばごろまで無制限にユダヤ人を受け入れて

いた。マライーニ一家の出航のひと月まえには、イタ

リアでも「人種法」が発布されて、ユダヤ人に対する

差別政策がとられだしていた。その年、日本では、

1936 年の「日独防共協定」による親善事業の一環と

して、ヒトラー・ユーゲントの一行を迎え、青い目に

金髪の青少年たちが 3 か月かけて日本を巡回して各

地で熱狂的な歓迎を受けた。 

『外事月報』1939年 3月分の「ユダヤ人問題」と

いう項目に、「欧州より上海に渡来せるユダヤ人総数、

3 月 21 日到着せし 850 名を合わせて約 3150 名」と

あり、その数は 4月末には 7000名と報告されている。

また 3月 27日に大本営に「ユダヤ人問題批判座談会」

が設けられて、「ユダヤ人を真に研究することなく排

撃するのは慎むべき。それは皇道精神に反する」と結

論づけられている。折しも陸軍や海軍上層部の反ユ

ダヤ的言説が強まっていたなかで、それを批判する

座談会が大本営に設けられ、皇道精神をもって踏み

とどまったことにより、軍国主義まっただなかの日

本が間接的に多くのユダヤ人の生命を救ったことに

なる。戦局が厳しくなるにつれ、上海ゲットーでの生

活も日に日に悪化したものの、ヨーロッパ内のゲッ

トーに収容されたユダヤ人のように、最終的に絶滅

収容所へ送られることはなかったから。 

さてマライーニ一家は神戸に着き、そこから列車
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で東京へ向かい、2週間ほどの滞在ののち、寝台車で

本州最北の青森へ、そこから連絡船で北海道の函館

にわたり、12月半ば、およそ 2 か月の長旅ののち、

最終目的地の札幌に着いた。父親が北海道大学でア

イヌ文化を研究するために、政府留学生としてやっ

てきたのだった。ダーチャは北の町で雪になじみ、地

元の子たちと元気に遊んだ。自分も日本人だと思い、

母親が押しつけるイタリア語や英語でなく、日本語

で話し、記憶にないイタリアなどどうでもよかった。

北海道での 2 年 4 か月を作家はのちに「もっとも幸

福な時代だった」と思い出す２）。5歳以前の、さほど

鮮明でないはずの記憶を幸福な記憶として想起でき

るのは、『神戸への船』の巻末に収められている、父

の撮った、どれも楽しそうな札幌、京都でのたくさん

の写真のおかげだろう。だが老年となった作家は、当

時のプリプリした肉体をもつ女の子の写真を見なが

ら、「その女の子は残念ながら死んだ。私はとても辛

い思いをして成長したので、その女の子はほとんど

遠い敵のように感じる」3)と書く。『神戸への船』の

最後のページには、解放直後の焼け跡のダーチャと

妹たちが写っている。痩せて表情がない。収容所に入

ってからはカメラを没収されたので、写真はない。 

1941 年春、父が京都大学のイタリア語講師に採用

されて、一家は札幌を去る。この時期に京都大学がイ

タリア語科を新設したのは、イタリアが日独防共協

定に加わったことにより、国策で急遽日伊文化協定

が結ばれたからである。イタリアでは、この年の１月

に日本の伝統文化や日常生活、産業などを伝える写

真の多い、B4 版ほどの大型月刊政府機関誌『ＹＡＭ

ＡＴＯ』4）が刊行されて、戦意高揚をはかっている。

日本人は一家がイタリア人と知ると、ローマ式の敬

礼をして「ニチドクイ、バンザイ、ムッソリーニカッ

カ、バンザイ」と叫んだ。この年９月にドイツはブル

ガリア、ユーゴスラヴィア、ギリシアに侵攻し、日本

は 12 月７日、真珠湾を攻撃して、英米に宣戦布告。

日に日に戦況が拡大し、日本はタイ、フィリピン、マ

レーシアに侵攻し、日本人は戦況の実態を知らされ

ないまま、浮かれ気分だった。 

だが、自国のファシズムとファシストの父親５)か

ら逃れ、もうひとつのファシズムの国日本に来たフ

ォスコはすでにこの国の戦時下の厳しい思想統制を

身をもって経験していた。「宮沢レーン事件」６)であ

る。真珠湾攻撃の翌日の 12月 8日、北海道大学で同

僚だったアメリカ人英語教師ハロルド・レーン夫妻

と工学部電気工学科学生の宮沢弘幸その他がスパイ

として逮捕されたのである。レーン夫妻は新来のマ

ライーニ一家のために親切に走りまわり、大学の外

国人教員宿舎を斡旋してくれた。マライーニその他

の外国人教師と「La société du coeur（心の会）」

という学生を含めた親睦会をつくっていたのが、太

平洋戦争勃発とともに摘発されたのである。宮沢は

語学に堪能な優秀な学生で、フォスコの山友だち、ス

キー友だちでもあり、北方少数民族に対する深い関

心から、フォスコとともにあるいは単独で各地のア

イヌ部落、さらに満州などを訪れていたのが官憲の

目を引いた。国家秘密法による冤罪で、宮沢は懲役

15年、上告が棄却されて服役、ハロルドは懲役 15年、

妻ポーリンは 12年、二人とも服役後、帰国した。戦

後、宮沢に再会したフォスコは若い友人の心身両面

のあまりの変貌ぶりに声もなかった。すぐに手続き

をして入院させたが、一家が帰国してフィレンツェ

に着いてほどなく、彼の訃報が届いた。上田誠吉氏

は、自著のなかで、「このイタリアの碩学が、不幸な

日本の旧友に対して、早くも 1957年に最大級の賛辞

を呈した、（…）故宮沢弘幸の悲惨な事件を最初に世

界に伝えたのは、ほかならぬマライーニ氏であった」

と述べている。7) 

1942 年になると、日本はビルマ、シンガポールに

侵攻し、アメリカが東京を空襲、ロシアではレニング

ラード攻防が始まった。しだいに食糧不足が顕著に

なりだした。そして 1943年 9月 8日。イタリアが連

合軍との休戦協定を発表したのを機に、在留イタリ

ア人の運命は激変した。 

強制収容所へ 

連合軍との休戦条約の発表とともにイタリアが日

独伊三国同盟から離脱したために、イタリアは日本

にとって同盟国から一挙に敵国に、イタリア人は敵

国人となった。イタリア政府は上海に停泊中の、マラ

イーニ一家も乗ってきたコンテ・ヴェルデ号をはじ

めとする 17隻の船舶を自沈させた。三国同盟からの

離脱に加え、イタリア政府のこの行為に怒った日本

政府は報復としか考えられない非道なイタリア人対

策をとることになる。自沈した船の乗組員も全員、日
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本各地の工場の強制労働に送られ、アメリカによる

空襲で、多くが命を失うことになる。 

日本政府はただちに「戦時措置」を実施し、「公務

員および在留伊国人は敵国人に準じ保護監視するこ

と」を決定した。8)「敵国人に準じた保護監視」とは、

民間人も公館員とほぼひとしく、外出制限、自家用車

使用禁止、電話切断、郵便物の配達停止などである。 

その夏も、マライーニ一家は例年どおり長野県の

避暑地軽井沢にいたが、イタリアの休戦発表の翌朝、

警官が来て、自宅監禁を通告され、その翌日、一家は

2 名の警官に付き添われて、列車で京都に戻った。こ

のときダーチャは 7 歳で、事情を察したようだと父

親が書いている 9)。そこへ 9月 12日、幽閉されてい

たムッソリーニがドイツ軍に救出されて、ドイツの

傀儡政府サロー共和国を樹立し、日本政府はその政

府を承認した。10月 5日の大本営政府連絡会議で「伊

国に対する処置調整の件」がまとめられ、外交官と民

間人に対して、ムッソリーニのファシスト政府に忠

誠を誓うか否かを問い、拒否した者を抑留すること

を決定。マライーニ夫妻は別々に尋問されて、二人と

も宣誓を拒否した。 

このときイタリア公館員は 2 名だけが宣誓し、拒

否した 32 名とその家族の計 42 名が東京都田園調布

の聖フランシスコ修道院へ、民間人 190 名のうち 19

名が愛知県天白
てんぱく

村八事
や ご と

山の松坂屋デパートの社員寮

に収容されることになった。19 名のイタリア人は、

通信員、聖職者、会社支配人、教師、学生、元大使館

員などで、60代が 2名、50代が 1名、40代 2名、30

代 6 名、20 代 3名、それにダーチャと妹ふたりであ

る。ほかに、のちに聖フランシスコ教会から移されて

きたらしい、もの静かな 38 歳の元空軍武官がいた。

クラレッタ・ペタッチ 10）の元夫だった。 

ある語学教師の妻が面会に来て、夫に宣誓拒否を

撤回するように勧めたために尋問され、周囲の人た

ちにそうアドヴァイスされたと答えた。当局は「口先

だけの」宣誓者がいる、警戒せよ、と指示した。事実、

この教師は妻の助言に従って、「臨機応変」に振るま

ったらしく、6 か月後に解放された。「彼はもってい

た缶詰の最後のひとつまでもって姿を消した」と、フ

ォスコは名前を明かさずに揶揄している。11) また

FIAT 日本支社長の臨月の妻と 5歳と 3歳の 2人の子

どもはイタリア人だが抑留延期となり、最後まで収

容されず、実際に天白に出発したイタリア人は 16人

だった。つまりダーチャの母トパーツィアも宣誓拒

否を撤回すれば、7歳、4歳、2 歳の子どもたちとと

もに収容を免れる可能性もあったのだ。だが、「ナチ

ス・ファシズムは私の思想と相容れない」と署名を拒

否したときの彼女の決意が揺らぐことはなかった。

実は、このとき上層部で、子どもたちの処遇が議論さ

れ、警官たちが憎々しげに呼ぶ「裏切りども」の子ど

もたちのための寄宿舎に送られそうになったが、受

け入れ先の名古屋市長の夫人がキリスト教徒で、「子

どもは親の行くところへ行くべきだ」という鶴の一

声で、子どももいっしょにということになったのだ。

このときの 1 人の憲兵の捨て台詞をトパーツィアは

忘れない。「死んだってどうってことはない、女ばか

りだから」ただ、その後、日増しにつのる子どもたち

の惨状に、仲間うちでも子どもを巻き添えにした選

択の是非が問われ、彼女も折れて、フォスコは陸軍元

帥の東条英機首相に妻子を、もしくは子どもたちだ

けでも解放してくれるよう嘆願書を書いた。また親

しいスイス領事が子どもたちを引きとると申し入れ

てくれたが、いずれも許可されなかった。 

天白寮 

民間人のイタリア人が収容された愛知県名古屋市

の収容所は、郊外の荒れた丘陵地帯に建つ木造二階

建ての日本家屋である。二階から物干し台に出られ、

トパーツィアはそこをベランダと呼んで、よく日向

ぼっこをした。デパートの社員用夏期保養所である

だけに夏は快適だが冬の寒さはすさまじかった。冬

期は閉鎖されていたので暖房設備はなく、食堂に石

炭ストーブがあるだけ。厳寒期には室内のコップの

水が凍るほどで、規則で、服を着たまま寝た。トパー

ツィアはイタリアから着てきた毛皮の長いコートを

ほどいて、娘たちが着て寝るベストに縫い直した。 

すべてが厳しく規制されていた。入浴は週に一度

だけで、重要度に従って順番が定められ、女子どもは

最後だった。抗議したが、改められなかった。手洗い

はドアで隔てた廊下に穴がふたつあいているだけだ

った。その黒い穴のなかで大きな回虫が動いていた。

ダーチャは「私たちの乏しい栄養源を奪う憎らしい

この虫を自分のお尻から引き抜いた」と書いている。

12)   朝 6 時起床、5 分以内に床をはなれ、布団をあ
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げて洗顔、掃除。日中は読書も眠ることも禁じられ、

全員が 1 時間、天候に関係なく外に出て、すわらず

に動きまわることを強制された。衰弱して、立ってい

るのがやっとの者もいた。食事は前夜支給される材

料で、当番制でつくった。夕食の後片付けを終えて、

寝室にもどるとすぐに消灯だった。 

警官は 4名で、2名ずつ交代で監視にあたった。イ

タリア人たちは 4人を angiolini（天使ちゃん）、天

使ちゃんたちが神のお恵みを隠しておく食糧庫を

chiesina（小さな教会）と呼んだ。警官にも綽名をつ

けた。誰よりも厳しく冷酷で、誰よりも恐れられた小

柄なインテリの粕谷は身だしなみがよく、髪をきれ

いになでつけ、遠くから見るとあの美男の俳優に似

ているので Valentino、その部下が気のいいところも

あって、cretino（おバカ）、もう一人が carogna（人

でなし）、そして愚かで尊大で残酷な軍国主義丸出し

の若者が Radetzky。イタリアの独立運動を冷酷に鎮

圧したオーストリアの将軍だ。 

病気 

最初にダーチャ、そしてユキ、トーニがつぎつぎと

おたふくかぜにかかった。3人が快復すると、トパー

ツィアが脚気と栄養不良で倒れた。翌日、生の大根と

子どもたちの分の牛乳一本を与えられる。体重が 5

キロ減り、脚が痛くて寝ているしかない。他の人たち

もつぎつぎと病気になった。激しい胃痛、高熱。膀胱

炎と胃痛。下痢、黄疸など、収容数か月で、収容者の

ほぼ全員が体調を崩してゆくなか、理不尽な待遇の

悪化が加わる。ベンチにすわるとき、壁にもたれるこ

とを理由なく禁止する。そのくせ、ならばとたがいに

背中合わせにすると、それは見逃す。すべては警官の

気分しだいだった。捕虜は屈辱に耐えさせ、「劣等な」

敵国人として支配する、だが死なせてはならないの

だ。医師の診断のあとに一時的に卵や牛乳が与えら

れるが、また元にもどる。生かさぬよう殺さぬように

最小限の食事が与えられた。小さなトーニは寒さと

栄養不足のためか、日に 30 回もの頻尿がつづいた。 

 

飢え 

 

 最初のうちは外部の友人たちが食料を送ってくれ

たが、警官の手をへて、その一部しか渡されなかっ

た。自分が受け取ったものはみなで分け合っていた

が、しだいにそれが機能しなくなった。当時、米の配

給量は、通常の日本国民には一人 1 日 2合 3 勺 13)。

収容者 16人―ダーチャの妹 2人はまるで存在しない

かのように数に入っていなかった―に対して、28 合

だったのが 1月には 26合となり、しだいに減量され

ていった。米の代用の大豆や粗悪な材料の乾燥麺類

が 1 人当たり 1食 12本、小麦粉やパン代わりに薄切

りの乾燥さつまいも。それらを日に 3 回の食事に分

割すると、朝食はスプーン数杯のご飯にお椀 1 杯の

味噌汁で、昼と夜は増量のためにご飯をお粥にした。

東京の内務省から砂糖や卵、米、味噌、醤油などの缶

や箱が届いているのを目撃したが、それらは地元の

警官に横流しされていたことがのちにわかった。配

給分のない小さな妹たちは茶碗をもって、他の収容

者たちからスプーンに 1 杯や半分の「お恵み」をも

らって歩いた。 

 誰かが二本の大きな食パンを届けてくれたが、警

官が収容者に渡さずに土に埋め、さらに人糞までか

けていた。それを掘りだすと、カビが生えて、とても

食べられそうもなかったが、カビを取り除き、できる

だけきれいにして分けあって食べた。「私たちは空腹

だった」とのちに母親は娘に話す。ある日の昼食に、

いつもの乏しい食事のほかに豆入りの卵焼きがつい

た。それは赤十字社の視察のための「ごちそう」で、

視察団は収容者が食べているのを見て、話も聞かず、

そそくさと立ち去った。 

「赤十字国際委員会抑留所視察報告（1944年 1月

―3 月）」14) に各地の抑留所の 1人 1日当たりの食事

量が記載されている。それによると、天白寮のこの視

察の日（1944 年 3 月 19 日）は、パン 110ｇ、米飯

220g、マカロニ 15g、うどん 30g、肉 15g、魚 12g、

卵 12g、ミルク 14g、マーガリン 62cc で、これから

視察ゆえの昼のごちそうも作られたのである。日付

けは異なるが、同報告書に記載されている埼玉、神奈

川、東京 1、東京 2、兵庫、長崎の各抑留所では、そ

れぞれパンが 356g， 300g， 600g，600g, 400g, 225g 

となっており、天白のイタリア人がいかに苛酷な待

遇を受けていたかが読みとれる。さらに同じイタリ

ア人でも、公館員が収容された東京の聖フランシス

コ教会では、パン 600gのほかに、肉、魚、卵などの

蛋白源がそれぞれ 56g，112g, 1.5個と、天白寮に比
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べてかなり多い。内務省は既定の量を配付していた

のだから、天白寮で警官による横流しがいかに横行

していたかを物語る数字である。 

 与えられるだけでは到底生きのびられず、しかも

天白周辺は荒地で食用になる植物が少ない。どんぐ

りと麦わらだけはふんだんにあるが、試してみたが

食べられない。かくて、その多くが知識人であるイタ

リア人収容者がゴミ捨て場の警官の残飯を漁るので

ある。玉葱、じゃがいも、みかんの皮、魚の尻尾。羞

恥心は消えた。そして亀や野ネズミ、蛇、野良犬。 

 このゴミ箱漁りの次の食糧確保は「争奪戦」だ。「小

さな教会」と呼んでいた食糧庫や庭の野菜庫のもの

を「盗む」のだ。いずれも綿密な準備と敏捷な行動が

要求される行動であり、この命がけの集団行動によ

って厳寒の冬を乗り切った。 

そして 1944年 7月。ついにハンガーストライキと

後々まで語り伝えられるフォスコのユビキリが起こ

る。ハンガーストライキのきっかけは戸口で発見さ

れた野良犬の糞だ。収容者たちはいっさい関与して

いなかったが、全員に絶食が命じられた。収容者たち

は警察署長との面談と待遇改善を求めて二食抜いた。

すぐに名古屋警察署の武装隊が到着し、隊長が全員

を並べて、イタリア人に「おまえたちは何の権利もな

い…お前たちを生かしておくだけも大いなる譲歩な

のだ…イタリア人は嘘つきだ、裏切り者だ…」と言っ

た。これに対してフォスコは薪割りをしていた角材

の上で左手の小指を切り落とし、「イタリア人は嘘つ

きでない」と言いかえして、それを Valentino に差

し出した。彼の白い軍服が血まみれになり、他の警官

たちも動顚して真っ青になった。 

 フォスコのこの行為は衝動的なものではない。周

到に計算されたパフォーマンスだった。彼の念頭に

は武士の「ハラキリ」があり、武士ではない平民や農

民の抗議行動として「ユビキリ」をしたのだが、指き

りとは子どもや恋人が小指を絡ませて約束しあうこ

とで、実際に指を切るのは「指詰め」であり、こちら

は一般市民ではなく、現在ではヤクザのすることで

ある。いずれにせよ、一般の日本人のしないこの行為

は警官たちを震え上がらせた。そして厳しい尋問が

始まった。日本側は数日前にサイパンが陥落して東

条内閣が総辞職したのがイタリア人のこの抗議活動

の動機ととらえたが、彼らはそんなことを知る由も

なく、飢えの改善を求める集団行動にすぎなかった。

フォスコは指はどこだと訊かれて、仲間がアルコー

ル漬けにしていたそれを差し出して、「どうぞ、スキ

ヤキ 15）にでも」と言った。だがこれも軽薄な挑発で

はない。前日、ストライキの責任が自分たちに及ぶの

を恐れた警官たちが自前でスキヤキを用意して、イ

タリア人に提供したのだ。むろん彼らは拒否した。と

ころがあいにくこれもイタリア人の知らないことだ

ったが、折しも連合国側が日本兵の人肉食を新聞で

激しく攻撃していた。フォスコの言葉に警官は激怒

し、「謝れ！」と怒鳴り、謝るつもりのないフォスコ

を殴りつづけた。だがその後、一時的にだが、待遇は

明らかに改善された。 

 こんな苛酷な状況にありながら、イタリア人は総

じてグループとしての連帯行動をとった。ストライ

キも全員で行った。時間がたつにつれて、各自の欠点

や悪癖があらわになりだしていたが、基本的に全体

の利益と連帯が守られた。これは実に貴重なことで

ある。アウシュヴィッツなどの生存者の証言にも、し

ばしば生きのびるためには連帯感が必要だと書かれ

ている。アウシュヴィッツほどではないにせよ、天白

のイタリア人たちは極度の飢えに苦しめられながら

も自発的に全体の利益と連帯感を尊重し、全体にか

かわることを投票で決定する「全体会議」の原則を守

り通した。私は彼らの人間性あふれる理性に心から

の賞讃を惜しまない。 

 こんな「事件」を、ダーチャはどう見ていたのだろ

う。7、8 歳の育ちざかりの彼女はどんなに空腹だっ

ただろう。「食べる物のない午後の耐えがたい暑さ、

もぎたてのみずみずしい桃を思い浮かべては、あま

りの生々しさに自分の手に歯をたてた」と書いてい

る 16)。このころの彼女はイタリア語も日本語も書く

ほどの力はなかったのだろう。のちには口で話すの

が苦手で、書くほうが自分をよく伝えられたという

彼女は、収容所に閉ざされていたときにはその時期

のことを書いていないのである。彼女の記億は文章

としてではなく、肉体に刻まれて残ったのだ。小石を

肉や果物などにみたてて、いつまでもしゃぶってい

た。大人たちとともに以前食べたものを思い出して

はその架空の食べものの記憶を反芻した。妹たちが

「お腹がすいた」と泣いても、ダーチャは泣かなかっ

た、ダイコンを食べるとき以外は。「いまでも、茹で
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たダイコンの小鉢を前に、情けない、むかつく思いで

力なくすわりこんだ私の痩せこけた頬を、勝手にあ

ふれでた涙が流れ、ころころと膝に転がっていった

のをおぼえている」17) ダイコンはイタリアの蕪に似

た野菜で、ダーチャはそのにおいにむかつくが、それ

がたまに出てくる野菜の栄養源であり摂取しなくて

はならないことはわかっている。だが涙が勝手に流

れるのだ。また、ダーチャが蟻を食べたと書いてある

のを母トパーツィアが、それはまちがいだ、蟻など食

べたことがないと否定しているが、これも 7 歳の子

どもの側に立ってみると、母親の否定は独断的に思

われる。お腹のすいた 7 歳の子は、蟻を見つけて食

べたのだろう。この話を裏付けるようなエピソード

を彼女自身、「飢え」18)という短篇で書いている。 

 天白から広済寺というお寺に移されてからの話で

ある。あまりの空腹に目がさめて、女の子は祭壇の仏

陀へのお供えの残りものを探しに行く。毎朝、住職夫

人がご飯に汁物、お酒、野菜の煮物などをお膳に並べ

て供えていた。お腹をすかせた子どもたちを憐れん

で、お祈りのあとで、お線香くさいご飯を食べさせて

くれたこともあった。暗がりのなか、本堂の祭壇の器

を手で探ってみた、だが米粒ひとつ残っていなかっ

た…。 

 

…祭壇のお香のしみた上等の布の上でなにか動くも

のの気配がした。灰色の痩せたネズミが動きをと

めて、女の子を見上げていた。これは最高のごちそ

うだわ。肉なんてもう一年以上も食べていない。彼

女はとっさに手を伸ばして、バラ色がかった尻尾

の先端をつかまえた。ネズミは逃れようとした。彼

女は手に力をこめた。ネズミは振り向いて、怒っ

て、睨みつけた。彼女はもう一方の手で木の燭台を

つかんで、狙いを定めた。そのときふいに、どこか

らか小さな小さな子ネズミが 2 匹飛びだして、守

ろうとでもするかのように大きいネズミに駆け寄

った。たちまち、手の力が抜けた。少しずつ、手が

ゆるんで、燭台が床に落ち、その隙にネズミはチュ

ーチューなきながら子ネズミをしたがえて、姿を

消した。女の子はふとんにもどって目を閉じた。外

はひどく冷えて、物干し台の屋根からつららが下

がっているのが見えた。ガラス瓶のような緑色の

空を背に、うっすら月の光を浴びたその氷の結晶

は美しかった。起きて、それを一本取ろうと思っ

た。なんといったって、空気よりつららをしゃぶる

ほうがましだわ、と思いながら、女の子は眠ってし

まった。山盛りスパゲッティの夢をみた。 

 

 マライーニはフィクションとも実話とも明かして

いないが、これは実体験であろう。飢えた子にはネ

ズミはごちそうなのだ。蟻にしても同じである。こ

れほどの極限状態を経験したことのないわれわれ

には言葉がない。 

  解放されて帰国するとき、このすさまじい飢えは

むろんなくなっていたが、その傷は癒えず、娘たち

の荷物には生の米の入った袋がしっかり隠されて

いた。取り上げようとすると、彼女たちは野獣のよ

うな金切り声をあげ、結局イタリアまで持ち帰っ

た。その後もしばらく、食べものを隠しておく習慣

が抜けなかった。子どもにこんな思いをさせたこ

とに私たちの国は責任をとらず、謝罪しない。19) 

牢獄 

  ダーチャ・マライーニは日本の強制収容所です

さまじい飢えとともに、牢獄を体験した。天白寮で

は二階の一室に一家全員が収容された。玩具を買

うことが禁止されて、子どもたちは苛々していた。

YWCA が送ってくれた本は取り上げられた。もろも

ろの厳しい規則があった。子どもには比較的ゆる

やかだったが、そのために背筋が凍るようなこと

が起こった。庭に出ることが許されていたダーチ

ャは、庭から出て農家へ行き、そこの子どもたち

と、お蚕を集めるのを手伝って、おにぎり 1 個や

卵 1 個などをもらっていた。ところがそれが発覚

して、警官がサーベルを抜き、怒鳴りながらフォス

コの喉元に長い刃を当てた。 

  この牢獄で、ダーチャは東南海地震と名古屋空

襲を体験した。1944年 12月 7日午後 1時 36分、

マグニチュード 7.9 の大地震が発生。たちまち漆

喰やガラス窓が粉々になった。幸い天白寮は耐震

対策が完備していて、揺れに揺れたものの倒壊し

なかった。空襲はまずは 1944 年 11月 24日に始ま

った東京のあと、12 月 13 日午後から名古屋空襲

となった。防空壕に逃げ、工場や名古屋市街が燃え

上がるのを震えながら眺めた。翌年空襲が再開し、
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3 月 10日の死者 10万人、罹災者 100万人を出し、

首都を焼け野原とした東京大空襲のあとが名古屋

だった。3月から最後の 7月 26 日の空襲で名古屋

も瓦礫と化した。寮の近くにも爆弾が落ちた。ダー

チャは窓辺に立って、燃えさかる町を眺めながら、

「ドウシテ、パパチャン、ドウシテ？」と何度も繰

りかえした。 

 『神戸への船』のなかで書いている。 

 …今でも目を閉じるとそれらの黒っぽい戦闘機が

見える。低く飛び、臨月のお腹の大きなアヒルの

ようにのろのろとぶざまだ。名古屋の強制収容

所の空のすぐ近くで、それらは私にはそんな風

に見えた。そのお腹の中には卵が入っていて、こ

れから出てきて、みんなの頭の上に黄身を吐き

だすのだ、と私はつぶやいた。実際に卵がお腹か

ら出てきて、ひとつまたひとつと地上に向かっ

てするすると落ちてくるのが、明るい空を背景

にしてはっきり見えた。だが、卵の殻が割れるの

は、やわらかくておいしい黄身をまき散らすた

めではなく、射程内のすべての者を傷つけ殺す

鉄の小さな怪物と炎を吐きだすためだった。私

は何度、防空壕がわりの穴に隠れるために走り

ながら、頭上に、シュルシュルという爆弾の破片

の音を聞いたことだろう! 夜中に並んで飛ん

でゆくエンジンの音、それはまだそこに、私の耳

のなかにある。それは恐怖の音だった 20)。 

 

  この空襲の光景がダーチャの原風景であろう。

雪と松の木のにおいのする家があった札幌、いじ

められても追いかけて仲良くなった友だちのいた

京都の記憶は、この空を焼きつくす戦闘機の光景

に塗りつぶされただろう。今にも卵の黄身を吐き

だしそうな黒いアヒルは人を殺す鉄の矢を落とす

のだった。日本の強制収容所で牢獄と飢えを体験

した少女は、飢えた、牢獄に閉ざされた者の目で世

界を見る。その目に映る世界は牢獄に満ちている。

寄宿舎、学校、職場、家庭、精神病院、さらには家

族、結婚などの制度、夫婦、親子、恋人などの関係

性にも牢獄がある。2歳にならずして離れた、ほと

んど未知の国イタリアに降り立って、世界から排

除されているという意識をかかえつつ、その世界

に立ち向かわなければならなかった少女はその後、

フィレンツェの寄宿舎に入れられた。そこはまた

もうひとつの収容所であり、牢獄だったが、同時に

隔離の生活そのものは、ある種の慰めを見出せる

避難所でもあった。ここに罠があるのだ。閉ざされ

ている者がその小さな慰めのために牢獄にいるこ

とに慣れ親しみ、ひらかれた世界に出て行こうと

しなければ。 

痩せっぽちの少女 

 「あんなにも激烈で苦しかった強制収容所での数

年」をダーチャは何年も語ろうとして語れないと

言う、それは記憶の暗い領域だと言う。記憶が欠落

しているというのではない、いまだにその素材と

しての体験との適切な関係がつかめないでいるの

だという。プリプリした肉体の持ち主だった幼女

は強制収容所から痩せっぽちの女の子になってイ

タリアに帰った。いまだにそれを書けないほどの

記憶の暗い領域となった収容所も学費滞納者とし

てみなの前で名前を読み上げられた寄宿舎も閉ざ

された牢獄ではあったが、閉ざされていた分、安全

でもあった。母の故郷、シチーリアのバゲリーア、

戦後のイタリア社会はこの痩せっぽちの少女に新

たな現実をもたらした。 

  それはすでに帰国の途上、大西洋横断客船で若

いアメリカ人水兵が少女を自室に連れ込んだとき

に起こっていた。男が彼女の膝を撫ではじめ、彼女

は脱兎のごとく逃げた。そしてシチーリアでたて

つづけに二つの事件に遭遇する。ひとつは、ある神

父が彼女を抱きしめてキスした。もうひとつは、家

族ぐるみの知人の男がズボンの前を開けて自分の

性器を握らせたのだ。それは日本で収容所を抜け

出て農家の作業を手伝ったときの蚕のように、湿

りけがあり、ほろほろとやわらかかった。 

  性が何であるかも知らない少女は、のちに、自分

の肉体が男の欲望をかきたてる対象になっていた

ことを知る。そして自分が無自覚なままに男たち

の視線にさらされていたことを知るところから。

男たちを、大人たちを醒めた目で見ることを始め

る。こうして少女はやがて書くだろう小説の主人

公に近づいてゆく。のちにフェミニズムに関わる

ようになって、自分が体験したようなことを多く

の少女が体験し、なかには一生、口を閉ざしてしま



- 12 - 

う女性もいることを知った。だがそれはのちの話

だ。ダーチャの牢獄からの解放は第1作の執筆へ、

『ヴァカンス』へと向かうことによって成就する

のだ。そしてある日、一人の少女が作家の家のドア

をノックする。 

 

『ヴァカンス』 

1962 年に刊行されたこの第 1作の小説の新版の序文

に作者は書く。 

  

…彼女はひと切れのカビだらけのパンに狂喜す

るほどの飢えを体験した。どんな偶然が幸いし

たのか、彼女は戦争を、強制収容所を生きのびた

…17 歳で『ヴァカンス』と題する本を書きだし

た。だがヴァカンスといっても気晴らしや楽し

い旅行の意味ではない。文字通りの空虚、身をよ

じるばかりの苦しさで答えを探していた《空っ

ぽ》の感覚だ。ドアの向こう、道路の向こう、川

の向こう、街の向こうには誰がいるのか、何があ

るのか、理にかなった何か、身をささげる価値の

ある何かがあるのか、それとも苦しみと混乱だ

けなのか？21) 

 

ここでは飢えは封印されている。それは、作品では

これからやってくるのだが、作者にとっては終わっ

た。生きのびた少女はこれから生きていかなければ

ならない。戦後社会の絶望と混乱と貧困。そのなかで

少女は自分が、女が男たちに《物》として見られてい

ることに気づく。その現実の衝撃と恐怖。そして寄宿

舎というもう一つの収容所。 

主人公のアンナは 14歳。22）弟とともに寄宿舎に入

れられている。第二次世界大戦末期のドイツに占領

されたローマ。夏休みに父親がオートバイで迎えに

来る。父親はドイツ軍関係の怪しげな商売をしてい

るらしい。海辺の家に新しい「ママ」がいると言う。

無口で内気で無愛想なアンナと弟は、海辺に寝そべ

り、夜はカードにふける大人たちを冷ややかに眺め

ている。自分を自分でどうしたらよいのかわからな

いようなアンナはしかし、男たちの目を引く。海辺で

声をかけてきた男たちに求められるままに服を脱ぎ、

差し出されたワインを飲みタバコを吸い、老年にさ

しかかった男の家に行く。男が押しつけたはした金

で自分にはアイスクリーム、弟にチョコレートをひ

と箱買う。お金なんかほしくない。ほとんど言葉を発

しない彼女はしかし、階上に住む少年に「ほんとうに

愛しあうってどういうふうにするの？」と訊く。少年

は耳まで真っ赤になって「おまえはまだ小さすぎる」

と言うだけだ。数日後、彼は召集される、ドイツへ送

られ、ロシア軍と戦わせられるのだ。そして夏休みは

終わる。戦争も終わろうとしていた。寄宿舎へ帰る途

中のバールの主人に父親は「あんたたちファシスト

は終わりだ」と言われる。 

小説は「ヴァカンスは終わった」という 1 行で終

わる。それはアンナのヴァカンスが、《空っぽ》が終

わったということだ。浜辺でアンナはつぶやいた。

「わたしはいま外にいる。だからこの世のことをす

べて知りたい。何でもいっぱい食べてやる。でもいま

のところはあまりおいしくない」彼女は世界のすべ

てを食べようとするのだ。出されたタバコやワイン

を受け入れて。ヴァカンスが終わり、やがて戦争が、

ファシズムが終わる。いや、イタリアでは民衆が立ち

上がって自国のファシズムに、ドイツのナチズムに

抵抗して戦争を終わらせるのだ。アンナがこれから

出会うだろう人たち、バールの主人やその友人たち

のめざす新しいイタリアが、新しい世界がかすかに

見えている。 

おわりに 

私はダーチャ・マライーニに 1982年の来日のさい

にはじめて会い、急遽彼女の作品を読んで対談をし

た。そして目の前の女性が日本の強制収容所をどう

生きのびたのか、それについて簡単には訊けないと

感じていた。そのことについて書く予定はあるのか

とだけ訊ねた。彼女は「いまの時点で書くと、遠い国

で起こった出来事というエキゾチシズムになりかね

ない。日本のことはむろん書きたい。だから自伝のか

たちになるだろう」と答えた。23）11年後に自伝小説

Bagheria が出たが、強制収容所の体験は書かれてい

るものの、私には、彼女のまなざしはその先に、シチ

ーリアの再発見にあり、それを語り、新しい一歩を踏

み出してゆくことにあると思われた。2001 年の La 

nave per Kobeは、父親に渡された母の航海日誌に沿

ったもので、収容所そのものについては妹のトーニ・

マライーニが書きたいと申し出たという。それゆえ



- 13 - 

ダーチャはまだ収容所生活に正面から向きあってい

ないのであり、死ぬまでに自分で日本での自分のこ

とを書きたいと語っており、私自身、切にそれを願う

ものである。 

 

 

拙著『ダーチャと日本の強制収容所』に目をとめ

て、今回の執筆に誘ってくださった、Michelangelo 

La Luna, Professor of Italian at the University 

of Rhode Island に心から感謝申し上げます。                                           

Noriko Mochizuki 
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マライーニ家の受難 

上田誠吉著「人間の絆を求めて」 （花伝社・刊） から 

 

マライーニと宮沢 

１９３８（昭和１３）年１２月１５日午後７時４０

分、イタリア人フォスコ・マライーニは妻トパーチァ

と２歳の娘、ダーチァとともに札幌駅に降り立った。

１９１２年１１月１５日生まれのマライーニはこの

とき２６歳で、その前年にフィレンツェ大学を卒業

し、やがて博士号をとり、すでにＧ・ツッティととも

にチベット探検の経験をもつ少壮気鋭の文化人類学

者であった。国際学友会の奨学金を得て、北海道大学

解剖学教室の児玉作左衛門教授のもとでアイヌ民族

の研究をするために来日したのであった。 

マライーニは、１９４１（昭和１６）年４月まで札

幌に滞在してアイヌ研究を進め、１９４２年には『ア

イヌのイクバシュイ』（アイヌのひげあげべら）とい

う研究書（イタリア語、イタリア文化協会・東洋研究

書第１巻）を発表したが、同時に札幌で多くの日本人

学生と交友を結び、北大や小樽高商に勤務する欧米

人とも交際を深めた。登山やスキーを共にし、日本人

学生と欧米人との親睦、研究のサークル、「心の会」

（ソシエテ・ドュ・クール）に加わった。マライーニ

は後に書いている。「私が幾人かのまさに最上の日本

人の友を得たのは、この『心の会』を通じてであった。

そのいくつかのケースは、相互に共感と尊敬とが結

びついたものであって、そのとき形成された友情は

生涯続いたのであった」（『PASSEROTTO―半世紀前の

札幌の思い出―』」、『会議は踊る たゞひとたび

の』）。 

その深い友情を交わした日本人学生の一人が北大

工学部学生宮沢弘幸であり、その交友の詳細は拙著

『ある北大生の受難―国家秘密法の爪痕』に叙述し

た通りであった。 

マライーニは１９４１（昭和１６）年４月京都に移

り、知恩寺の裏手、飛鳥町に住んだ。京都大学でイタ

リア語を教える講師となったのである。この年の夏、

宮沢は京都にマライーニを訪ね、ダーチァを連れて

桂川の保津峡に遊んだ。水浴を愉む二人の写真が残

されている。その直後、宮沢は２度目の大陸旅行に出

発した。 

宮沢とくの訪れ 

太平洋戦争が始まったこの年１２月８日の朝、宮

沢は北大英語教師、レーン夫妻らとともに軍機保護

法違反の疑いで特高警察に検挙された。マライーニ

が京都で宮沢の母、とくの来訪を受けたのは、翌年春

のことだった。母とくは、弘幸が検挙されて北海道内

の警察署の留置場を転々としていることを語り、「弘

幸はなぜ捕まったのでしょうか、なにか検挙の理由

に思い当たることはありませんか」と尋ねた。とくの

京都行きはよくよく困った果てのことだった。弘幸

が検挙されたことは、その日のうちに知人、遠藤毅

（当時札幌逓信局長）から電話で東京の宮沢家に伝

えられた。両親は直ちに札幌に出向いて、検挙の理由

と事件の見通しを尋ね回ったが、誰も教えてくれる

人はいなかった。ことは軍機にかかわる。特高はなに

も答えない。知人たちにも見当がつかない。こうして

母とくは、藁をも掴む気持ちで京都に弘幸の親友、マ

ライーニを訪ねた。 

マライーニはこの時初めて宮沢らの検挙を知った。

そして「私はすぐにこれはひどいでっちあげである

と察知して憤慨しました」（１９８７年６月２０日

付、札幌弁護士会主催の市民集会宛メッセージ「宮沢

弘幸の思い出」）。 

しかしマライーニにも答えるすべはなかった。特

高が宮沢に対してどんな落し穴を用意したのかは、

見当がつかなかった。札幌時代の欧米人との交際を

思い返してみても、特高のつけいる隙はなかったは

ずである。「心の会」でも話題は慎重に選ばれて、「ホ

ツトな問題」は避けたのだった。「軍隊の重々しい手

や軍国主義的な指導者らのもとに、日毎により狭い

国家主義のうちへ閉鎖的になりつつあった世情のな

かで」、「警察もまたいろいろな形をとってますます

不愉快な存在になってきた」が、しかし「私たちはみ

んな警察が日（あるいは耳）を光らせていることを知
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っていたし、それに注意深いことに越したことはな

かったからである」（前掲『PASSEROTTO』）。 

マライーニは宮沢とくの落胆する姿に心を痛めた

が、しかし慰めようもなかった。宮沢とくは肩を落と

してマライーニ方を辞去した。 

マライーニは宮沢とともに北海道の冬山を滑走し

た日々のことを思い起こした。白銀の山頂に雪穴（イ

グルー）を作って過ごした夜の冷たさを、いま宮沢は

獄中で経験しているに違いない。マライーニは、その

冬山で使用した寝袋を獄中の宮沢に差入れることを

思い立った。しかし宮沢はスパイ容疑で拘禁されて

いる。マライーニがそれを直接に郵送することは危

険だったので、北大時代の共通の親友で京大にきて

いた武田弘道に依頼した。宮沢はマライーニの名前

がなくても、一目でそれがマライーニからのもので

あることがわかるだろう。武田はマライーニから受

け取った寝袋を東京の宮沢家に送って、差入れを依

頼した。母とくはこれを差入れようとしたが、拘置所

当局は受領を拒絶した。 

身辺に迫る危険 

太平洋戦争の開戦と同時に、敵国人となった在日

欧米人たちは「戦時特別措置」によって収容され、そ

の一部は検挙されて自由を失ったが、日本がナチス・

ドイツとともに軍事同盟を結んでいたイタリアの国

民、マライーニには、まだ京大で教壇に立つ自由が与

えられていた。しかし戦局が悪くなるとともに、マラ

イーニの身辺にも特高と憲兵の圧力が強められた。

憲兵が自宅にあがりこんでマライーニの書斎に入り、

書籍、書類、手紙の類を調べていった。そのような困

難な状況のもとで、１９４２（昭和１７）年３月には、

アイヌ研究のうえで師事してきたＮ・Ｇ・マンロー博

士の容態の悪化を知って、北海道・日高の平取村二風

谷にマンロー博士を見舞い、４月１１日にはチヨ夫

人とともに博士の死を看取った。（「昭和１０年代の

二風谷」、『創造の世界』６６号） 

１９４３（昭和１８）年になってから、京都の特高

に呼び出された。出頭してみると、特高の机の上には

マライーニが書き損じて捨てた書類や手紙が、つな

ぎあわせて置かれていた。尋間はたわいないものだ

ったが、身辺は厳重に監視されているという言外の

圧力を十分に感じさせるものだった。すでにみたよ

うに、マライー二一家はこの年９月に収容されたが、

その直後、京都の家で幼児たちの家庭教師を依頼し

ていた森岡まさ子夫人は、その夫とともに特高に検

挙されて拷間を受けた。広島出身の森岡夫人は、１９

４５（昭和２０）年１０月に上京し、マライーニの寄

宿先を訪ねて、ことの次第を語った。それによると、

特高はマライーニがスパイであったことを認める調

書に署名することを要求して、夫妻を欧打した。すで

にマライーニがスパイであることを自認したから、

どんなに否認しても無駄だ、といって脅かされた。夫

妻はマライーニがそんなことを認める筈がないと信

じて頑張った。そしてやがて釈放された。マライーニ

は自分たちがスパイの落し穴に落ちこまずにすんだ

のは、森岡夫妻のおかげだったことを知って深い感

動を覚えた。マライーニは書ぃている。「人々は貧し

かったかもしれないが、しかし少なくとも不信でず

たずたに切りさかれた獣のような暮しを送ることを

はっきり拒否していたのだ」（フォスコ・マライーニ

著『ミーティング ウィズ ジャパン』、以下おおむ

ねこの本による。特に断らない限り、引用はこの本か

らのものである） 

故国での異変 

マライーニの祖国、イタリアでは第二次大戦の末

期を迎えて、激しい変動が起こっていた。１９４３年

７月、連合国軍はシシリー島に上陸し、１９２２年以

来のファシスト政権は崩壊に瀕していた。７月２５

日ムッソリーニは失脚して逮捕され、バドリオ元帥

が後を継いだ。そしてバドリオ政権は９月８日に連

合国に降伏し、１０月１３日に対独宣戦を布告した。

他方ムッソリーニは９月１２日にドイツ軍に救出さ

れてナチス・ドイツのかいらい、ファシスト社会共和

政府をつくり、その首班となったが４５年４月２８

日に銃殺される。当然のことながらこれらの異変は

マライーニの身辺にも及んだ。マライーニは書いて

いる。「１９４３年を過ぎるとイタリアは２つに分割

されて、私は日本の官憲に身柄を拘束されて家族と

もども名古屋のそばの天白というところにある収容

所に抑留されました。私達は１９４５年８月１５日

まで約２年間そこで暮らしました」（前掲「宮沢弘幸

の思い出」）。１９４３（昭和１８）年９月８日以降、

マライー二一家（妻と長女、日本で生まれた次女ユ
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キ、三女トニ合わせて五人）その他のイタリア人たち

は同盟国の国民から一転して敵国国民の処遇を受け

た。すべてのイタリア人が収容されたわけではない。

彼らがムッソリーニのファシスト社会共和政府では

なく、イタリア王室のもとにあったバドリオ政府を

選んだからである。「私たち全員は、嫌疑だけにせよ

公然と宣言したにせよ、いずれにしても反ファシズ

ムであったために、拘禁されることになった」のであ

る。だからプリンチピーニ大佐のように、ファシスト

として引き続きムッソリーニに忠勤を励んだイタリ

ア人は、日本政府から唯一のイタリア代表として承

認されていたのである。そしてバドリオとムッソリ

ーニがイタリア半島の南北にその２つの政権を維持

していた頃、日本の収容所でマライーニたちはどち

らの政権を支持するのかについて、厳しい尋間を受

けた。祖国の事情について極度のニュース欠乏の状

態にあったマライーニたちは、つとめて寡黙に応対

した。 

名古屋への護送 

マライー二一家が京都の家に軟禁されたのは、９

月８日のことだった。外部との連絡は電話を含めて

一切禁止された。身辺を片付けるように、といわれた

が、なんのためかがはっきりしなかった。おそらくど

こか収容所に連れていくためだと思われたが、正式

に監禁が知らされたのは数日後のことだった。妻ト

パーチァは娘たちを連れて、警官の護衛つきで医者

の診察を受けにいくことが許されたが、その２日後

に京都を発つことになった。その日は京都が一番美

しい秋晴れだった。娘たちは姉さんと呼んで親しん

できた森岡夫人と泣いて別れを惜しんだ。 

年来の付合いで顔見知りになっていた京都の警官

たちは親切で、出来るだけ目立たないように護送し

てくれた。２台の車に分乗して、日曜日の遠出に出掛

けるような格好で京都駅に向かったが、列車に乗っ

てからは様子が変わって、拘束されていることが傍

目にもはっきり判るようになった。他の乗客との会

話は禁止され、窓外を見ることは許されず、まして停

車中に車外に出ることはできなかった。まだ２歳に

なったばかりのトニは、車内の日本婦人たちの関心

を惹いたので、警官はミルク瓶を持たせてマライー

ニとトニを制動手の部屋に閉じこめてしまった。２

時間後に名古屋に着いた。ここで名古屋の警官への

引き継ぎが行われたが、京都の警官はもの静かで丁

寧だった。それに上司との間に面倒なことが起きな

いことを専一にしているような様子だったが、名古

屋の警官はこれとは正反対で固い顔つきをして言葉

使いも厳重な命令調だった。名古屋で電車に乗りか

えて八事で降り、徒歩で石だらけの丘を上って天白

（現名古屋市天白区）に向かった。 

四人の特高たち 

ある大きな会社の社員保養所であった天白寮とい

うところで、１６人のイタリア人たちの収容生活が

始まった。名古屋の警察部長がやってきて、イタリア

人たちは完全に警察の掌握下にあり、イタリア人た

ちがそのように振る舞えば、万事はうまくいくだろ

う、と訓示した。そして４人の特高が天白寮に住み、

２人ずつが組んで交替勤務につくことになった。４

人の特高の上官は粕谷という男で、諸君は完全に日

本式の生活を送ることになる、と宣言した。 

粕谷は３０歳位の痩せた小男で、身だしなみがよ

く、決して大声を出したことはないが、また滅多に微

笑したこともなかった。神経質そうな、インテリ風の

手つきをしており、少し英語をしゃべり、それにイタ

リア語も理解していた筈だ。粕谷は四人のなかで一

番嫌われ、恐れられていた。それは粕谷が一番インテ

リだったからだ。最初の頃、西村という特高が余分の

野菜と米を支給したが、粕谷はこれを見とがめて禁

止した。次の２人組の上官は青戸という５０歳くら

いの男で、少し荒っぽく短気だったが、粕谷とは反対

に警察世界での昇進をすっかり諦めた感じだった。

青戸は粕谷の冷酷さと洗練を持ち合わせていなかっ

たので、それだけに率直で庶民的なところがあった。

青戸は時々大きな声を出して冷静を失うことがあっ

たが、しかしその手中にある被収容者に対して、粗野

だが親切な家長ぶりを発揮することがあった。機嫌

のよいときに青戸に物事を頼むとその美質を示して

くれたが、しかし粕谷はそうではなかった。４番目は

藤田といって、若くて残酷、それに愚かで尊大な振る

舞いが多かった。４人のなかでは最も軍国主義的で、

ことあるごとに日本の偉大さを吹聴し、天皇への崇

拝を語ったが、しかし藤田は愚かだったから一番怖

がられていなかった。 
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傷痍軍人の目 

マライーニは戦後１９５３年から５４年にかけて

来日し、日本の各地を旅行したが、その際に名古屋の

天白時代の４人の特高のうちの１人と再会した。そ

れは東京、上野公園に盆踊りの見物にでかけた時の

ことだった。人ごみのなかで白衣を着た傷痍軍人が

寄付を求めていた。その傷痍軍人と目が合ったのだ。 

「私は彼を見、彼もまた私を見た。しかし私は思い

出せなかった。彼は遂に〝マライーニさんですか、私

は西です、覚えていませんか〟と問いかけてきた。彼

は哀れな笑みを浮かべ、みじめにも一切の尊厳を失

っているように見えた。すぐに私は収容所時代の警

官の一人で、一番ヒューマンで丁寧な人だったこと

を思い出した。彼は２ヵ月ほど私たちのところにい

て、やがてどこかにいなくなった。彼は云った、〝私

は召集されたんです、どうしょうもなかったですよ、

沖縄で飛行機の襲撃を受けてなにもしないうちに片

足をなくしました」。 

それはマライーニにとって苦痛な一瞬だった。な

んと答えてよいかもわからなかった。「収容所での寒

くてひもじい長い月日のあいだに、私たちは警官の

悪口を云い続けてきた。しかし今はこの人の苦境に

なにか責任があるような感じがして、ひどく自責の

念にとらわれた」。あいにくポケットはからだった。

マライーニは自分のアドレスを書いて渡し、彼の幸

運を祈ってその場を後にした。「私はお祭りの群衆に

もまれて人波のなかに流された。暫くして振り返る

と彼は頭を垂れてお辞儀をしており、やがて人ごみ

のなかに見えなくなった。西さん、どうか許してく

れ」。マライーニはこう書いている。 

飢餓との闘い 

天白寮で終始イタリア人たちを苦しめたのは、食

糧不足による飢餓と空腹との闘いだった。当初の２、

３週間は持参してきた缶詰類で補食をとることがで

きたが、やがて１６人に対して、１日当たり米２８合

（一人当たり１合８勺）、スプーン２、３杯の味噌、

醤油、それに若千の野菜が与えられただけだった。と

きたま一人あたり半身の小さい魚が、そして月に１

度位、何グラムかの肉が与えられた。 

 「この食事は生死のさかいで生命を維持するに過

ぎないものだった」。「１日に３回、朝はスプーン数

杯のご飯と熱い味噌汁椀１杯、昼と夜は量を増やす

ために煮過ぎた、小さな皿１杯のご飯を食べたあと

で、半時間ほどの安らぎと静けさがやってくる。その

あと再び空腹が、時には胃の痛みと激しい空虚感と

なり、時には極端な無力感となって襲ってきて、それ

は食前よりも一層苦しいのだ」。 

「化学者と技師が額を寄せて計算した結果、私たち

の１日の摂取量は多分８００カロリー位だろうとい

うことになった。大人はなにもしなくても１日２０

００カロリーは必要だというのに」。「妻と子供たち

は、もう部屋から外に出ないようになった。１月１０

日の日記に、妻は室内の温度が氷点下に下がり、子供

たちは横になっている、と書いていた」。「この頃に

なると、私たちの食べ物に対する態度は、やさしい、

神秘的な、そして宗教的ともいえるようなものとな

り、少しでもそれが手に入ると、熱狂的な喜びを示す

ようになっていた」。マライーニは、未開人たちが食

糧を尊厳視したことが初めて判った、と書いていた。

夕食後に翌日分の食糧を特高のもとに取りにいった

のだが、食糧を受領して帰ってくる仲間を迎えると

きが１日のうちで最高の瞬間だった。「いつもより１

合多いときは子供のように飛び上がって喜び、いつ

もより１合でも少ないときは絶望のどん底に落ちこ

んだような気分になるのだった」。卵が２つついた

（１６人に２つ）といって大喜びし、２８合獲得した

といっては大声を出し、２４合しかないといって悲

しむのだった。米は２６合から２５合へ、そして２４

合へと確実に減らされていった。翌年２月になると、

米は「大豆、粗悪な麺類、メリケン粉、パン、それに

最悪の場合には煮ると黒いどろどろになって、最低

の栄養分しかない薄く切って乾燥した薩摩薯」など

の代用食に変わることが多かった。「我々は食糧のこ

としか考えなくなった。朝から晩まで骨を求める犬

同然になった」。ごみ箱をあさり、羊歯、カタツムリ

それに蛇まで食べるようになった。きのこを食べて、

吐き気と下痢を催したこともあった。みんな骨と皮

だけに痩せ細った。特高は食糧を握ることによって、

完全にイタリア人たちを制圧したのだ。マライーニ

たちは「砂糖の箱、卵の籠、米の袋、味噌の包み、醤

油の瓶が宿舎に到着するのを現認していたが、不思

議なことにいつの間にかそれらは姿を消していた」。
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特高たちはそれらを自分たちとその上官たちに横流

ししていたのである。 

特高にとってイタリア人たちは、軍事同盟を裏切

った裏切り者、背徳者であり、嘘つきであった。「名

古屋の全警察は我々の犠牲において商売をしていた。

実は内務大臣は我々に気前よく食糧を配給していた

のだ。一般の日本人は１日、２合３勺の米と他に時々

の都合による少量の食糧が配給されていたが、我々

にはこの普通の配給量に加えて、卵、脂肪、肉、豆、

パンなどが追加されていた。しかし名古屋の警察は

イタリア人は敵であり、裏切り者であったから、生き

ていけるだけの食糧を与えれば十分であり、残りは

自分たちのために使えばよい、と考えていた」。 

サルベージ作戦 

イタリア人たちは、特高の管理する食糧庫に忍び

こんで、少しずつ食糧を盗み出し始めた。これはサル

ベージ作戦と名付けられた。「行動は子細の点にわた

って検討された。私達は盗み出す量は最小限にとど

め、用心に用心を重ね、事前、事後の警察官の行動を

不断に観察しなくてはならぬ、という結論に達した。

私達は警官が後に逮捕しやすくするために、暫くは

気がついていないような素振りを示す可能性がある、

と考えた。最適の時間は夕刻、それに風が強い日がよ

く、新しい交替勤務が始まった直後でニュース放送

が行われている時がよい、という結論になった」。ひ

そかに獲物を入れる小さな袋を作って、決行の時を

待った。マライーニは見張りの役を引受けた。「私は

棒と大きな空き缶を持ち、もし粕谷か他の警官が現

れたら缶を落として音をたてて仲間に知らせ、私自

身は机の下に飛び込んで、〝鼠だ！〟と叫んで警官

の注意をひきつけ、できれば警官の足をつまづかせ

る」。実際警官たちは天白の鼠が多いのには困惑しき

っていたのだ。このような計画の下に作戦は敢行さ

れたが、しかし実際には盗んだ痕跡を残さないよう

に、米と卵と砂糖の山に踏み込んで、とってきたもの

といえば僅かに２、３合の米に過ぎなかった。 

野菜は野外の壁で囲まれた場所に貯蔵されていた

が、ロック・クライミングにたけたマライーニにとっ

て、壁を乗り越えることは容易だった。「この野菜は

警察官の食糧だったから、私は仲間の食糧を盗んだ

わけではない。私は壁を登って倉庫の中に入り、人参

の山の上に落下した。それは私にとってダイヤ、ルビ

ー、ウラニウムなど、この世で最高に貴重なものだっ

た。私は子供たちのためにシャツのなかを人参で一

杯にして、外に出た。そして星明かりの下で人参を噛

った。土臭い匂いを残していたが、しかしなんとも美

味な人参を噛りながら、私は神よ、許し給え、とつぶ

やいていた」。「それ以来、収容生活が終わるまでこ

のサルベージ作戦は私達の生活と思考のなかで大き

な、そして重要な部分を占めることになった。そして

多分そのおかげで私達は生き延びることができた。

随分危ない橋を何度も渡ったが、幸運にも決して捕

まることがなかったのは、マーキュリーか恵比寿様

のような可愛い神様が私達を見守ってくれたからだ

ろう」。 

ハンガー・ストライキ 

「逃走を企てることは、半マイル先からでも西洋人

であることを判別できるこの国では、考えられない

ことだった。我々は生き埋めにされたも同然で、時々

は黒い絶望に捉えられてひそかに死への道に身を委

ねる気持ちになった」、「２月中は私たちはみんな深

刻な危機に陥っていたように思う。私たちはあまり

に死の近くにいたので、唯一の選択は屈服と死か、そ

して生き残るチャンスがあるとみたときは、歯と爪

をたてて闘うか、この２つの何れをとるかにあるよ

うに思われた」、「粕谷の監視の目を盗むことに慣れ

た私たちは、所かまわず横になって、呼吸を少なくし

ようとした。試みに脈拍を計った人は、１分間に５０

かそれ以下になっていることに気がついた。命は確

実に衰弱し始めていた」、「誰もが極端なまでに余力

を失っていた。反抗か死か、それ以外に選択の余地は

ない、と思われた」。 

「７月に終わる梅雨の季節が過ぎてから、よくわ

からない事情で、それは多分もっと粗野な新任の警

察部長が着任したことによるのであろうが、私たち

の生活には新しい時期が到来していた。悲惨と栄養

失調が頂点に達したところで、私たちはハンガー・ス

トライキに入ることに決めた。それは突然の決定だ

った。誰かが提案をして、たちどころに全員が賛成し

た」。 

１９４４（昭和１９）年７月１８日、この日は偶然

にも東条内閣の総辞職の日であったが、マライーニ
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たちはハンガー・ストライキに入った。飢餓のなかか

ら待遇改善を求め、あえて飢餓の道を選んで立ち上

がった。自分たちのような悲惨な境遇にある者が存

在することを少しでも人々に知らせる機会をつくる

こと、それがハンガー・ストライキの目的だった。 

朝、炊事場の煙突からは煙が出なかった。そのこと

に気がついてとんできた粕谷に対して、イタリア人

たちは「あなたの親切な御配慮に感謝します。しかし

私たちは今日は食事をとらないことに決めました。

私たちは直接に警察部長にお会いして待遇が少しで

も改善されるまでは、食事をとりません」と宣言し

た。「私たちのこの態度が彼らに深刻に受けとめられ

たことはすぐにわかった。私は粕谷が、よろしい、い

まに後悔するぞと云ったとき、その薄い唇を巻くよ

うにして、不吉な微笑を浮かべていたことを、今でも

覚えている」。２時間もたたないうちに特高は応援の

警察部隊を呼んで、鎮圧に乗り出した。野外に整列さ

せられたイタリア人たちに向かって、特高は日本語

の最大限の侮辱語を用いて乱暴な演説をした。何事

によらずお前達が要求を出すなどという恥ずべきこ

とは許されない。お前達は絶対になんの権利も持っ

ていないのだ。生きていられるだけでも最大の恩恵

だ。イタリア人は嘘つきで、裏切り者だ、と怒鳴った。 

小指を切る 

この次に起こった事態を、マライーニは妻トパー

チァの日記を引用することで叙述している。「『これ

に対して』――以下は妻の日誌から引用であるが―

―『フォスコは台所の包丁を取り上げていきなり左

手の小指を切り落とし、それを拾い上げて狼狽する

粕谷の目前に突き出した。（註、実際は私は彼にそれ

を投げつけたのだが）そして〝イタリア人、嘘つきで

はない〟と叫んだ。一同に驚愕が走った。私は後ろか

ら見ていたので、最初は何がおこったのかわからな

かったのだが、すぐに粕谷の顔つきでわかった。子供

たちはそれらを見て泣き叫び始めた。私はトニを抱

いたまま走り出たが、すぐに気を失ってしまい、Ｂが

２階に運びあげてくれた。彼らも私たちに魂がある

ことを少しは思い知ったろう。警察官たちは衝撃を

受けて青くなっていた』」。 

「私はまた、粕谷の白い制服に血が飛び散った光

景を今でもはっきりと心に描くことができる。その

光景は微細な点で、重要な魔術的意味を持っていた。

私はこの行為によって、粕谷に対して浄化の必要が

あることを突き付け、起こった事態の全責任を粕谷

に帰したのである。自分に対する暴力、自分の血を流

すこと、そしてその究極の場合は自分の命を断つこ

とだが、それは目上の者に自分の誠実を示すことで

あって、そのことに十分な説得力を持たせようとす

るならば、決闘の場合のように、一定の様式を踏むこ

とが必要だ。幸いこのときは万事がうまく運んだの

である」。 

やがて態勢をたて直した特高は激しい尋間を行っ

た。首謀者は誰か、ハンストの実行は７月７日のサイ

パン陥落、そしてひき続く東条内閣総辞職と関連が

あるのではないか、というのが特高の関心事であっ

た。しかしイタリア人たちはそれらのことを全く知

らなかった。首謀者はいなかった。それは「生き延び

ることを要求する飢えた人々の自然発生的な行動だ

った」。 

マライーニは、切り落とされてアルコールの瓶に

入れられた小指を机上において、特高と対決した。左

手の痛みに耐えながら、マライーニは「諸君はこれを

スキヤキにしたらいいだろう」といった。「不幸なこ

とにこの一言が、当時連合国側の新聞が日本人は人

肉を食ったといって非難していたことと重なってし

まった。私のこの不幸な発言を聞くやいなや、安積

（特高）は立ち上がって私の顔面を殴り、謝れ、と怒

鳴った。私は大いに面白そうに装って笑っていたが、

しかし笑っている私の頬にはやがて血と涙が流れて

いた。私は冗談だった、と言い続けた。彼は殴ること

を止めなかったが私は彼に頭を下げようとは思わな

かった。遂に彼は殴り疲れたか、或は私の冗談だった

という言葉を受け入れたのか、再び椅子に戻った」。

２人のイタリア人が連行されて拘禁され、やがて彼

らが戻ってきたときは、正視できないほどに衰弱し

切っていた。 

このハンストに対する仕返しとして、食糧は一層

少なくなった。妻トパーチァの記録によれば、朝は半

斤（３００グラム）のパンに一杯の味噌汁、昼は１合

（１８０ＣＣ）にも満たない粉とたまねぎ数片、夕は

半合の米と手のひらに乗る程度の野菜だった。禁止

づくめの日課は以前と同様な厳しさで復活し、そし

て新聞、ラジオを問わず、外界との接触は厳しく禁止
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された。しかし仕返しの時期を過ぎると、食事は少し

改善された。子供たちには毎日牛乳が支給され、米は

３２合に増えた。「それが戦況の進行の不具合による

のか、あるいは私たちの〝反乱〟の成果であったの

かはわからなかったが、私たちの地位が明らかに強

化されてきたのは確かだった」。 

空襲と地震 

１９４４（昭和１９）年１２月になると、空襲が始

まった。その度に子供と布団をかついで裏の防空壕

に入り、ひたすら爆弾の落ちないことを祈った。そこ

にもってきて１２月７日の東海大地震である。「大地

は液体のように波動して、立っていることはできな

かった」。ガラスは割れ、壁土は落ちた。この時の地

震と津波で死者９９８名、家屋の全壊２万６０００

戸に達した。空襲は激しくなるばかりだった。１９４

５（昭和２０）年２月から４月にかけての空襲で、名

古屋の街は焼失した。「米機はもはや高空を飛ぶ必要

はなかった、日本軍の防空陣はすっかり弱化してい

たに違いないので、米機は３０００フィートかそれ

以下の高度で楽に侵入してきた。そして何波にもわ

たる襲撃は必ず焼夷弾の雨を降らせていった。焼夷

弾はばちばちという鋭い音をたてて発火し、爆弾の

破裂する重い轟音とは全く違っていた。やがて都市

は炎上し、炎は天を衝いた。何エーカー、何マイル平

方もの家々が、そして何百、何千トンもの材木が巨大

なかがり火となって燃え上がり、火災は一晩中続い

た。防空壕のなかでちぢこまっている私たちにとっ

ては、夜はしゃくにさわる程に長かった。壕のなかの

数分は数世紀にも思える長さで時間を刻んだ。余り

に多くの飛行機が飛来するので、この世にはもう飛

行機は残されていないと思うと、それからまたもっ

と多くの飛行機がやってきた。煙のたちこめる空に、

より低空で飛来する飛行機は、炎上する街の火炎で

下から照されながら次々に近接してくるのだった。

最後に恐怖の沈黙があって、やがて亡霊のような陽

が昇り、明け方がやってきた。我々にとって最悪の空

襲は、最後の機会の空襲だった。このときは三方が郊

外住宅地で囲まれている天白も破壊された。最初の

機は爆弾を落として南の方を破壊した。つぎの一波

はもっと近くを爆撃し、我々の方にやってくるよう

に思われた。私と妻は息を止め、子供たちを布団の下

に押し込んだまま、ほとんど窒息しそうだった。しか

しこの一波は爆弾を落とさないまま飛び去った。破

壊は丘の反対側で行われたようだった」。娘のダーチ

ァは炎上する名古屋の街をみながら、「どうしてパパ

ちゃん、どうして？」と問い続けた。 

「名古屋は壊滅した。そして空襲はやんだ。家康の

遺した著名な城も焼け落ちた」。マライーニたちには

知らされていなかったが、すでにアメリカ軍が上陸

したときは、すべての敵国人の被収容者は例外なく

殺害すべしという命令が発せられていた。 

広済寺の境内 

４月になってから、マライーニたちは挙母の近く

の曹洞宗の古い寺、広済寺に移された。ここでは様子

は大分好転した。「広済寺は、私の人生で最も幸福な

記憶の一つを遺している寺だ。それはここに来て事

態が急に変化したというわけではなく、また天白の

恐怖から地上の楽園に来た、というわけでもない。

我々は依然として空腹と寒気と屈辱という災厄を免

れなかったが、しかしここではなによりも事態は動

いているように見えたばかりでなく、食糧の補給は

容易だった、それにここは特別に美しい場所だった

のだ」。由緒のある古い寺とその静かな境内、それを

取り巻く美しい山と川、山村の村人たちとの交流、そ

れに敗戦に向かって確実にこの国が動いていること

が感得されたこと、それらがなによりの励ましとな

った。 

特高の上官粕谷は名古屋に転出し、その後にもっ

と粗野な後任者がやってきたが、この男は仕事熱心

ではなく、昼間も居眠りしていたし、夜になると自分

自身の楽しみを求めて村に出ていってしまった。監

視は緩やかになった。それは特高自身のなかで規律

が壊れ始めていたことによる。村の農家を訪ねるこ

ともできた。「農民たちは警察の脅かしを恐がっては

いたが、しかし我々には友好的で、喜んで取引に応じ

てくれた」。妻トパーチアは敷布からシャツを仕立て

る仕事を請け負って、米、味噌、卵などを手に入れた。

長女ダーチァは農家の人達に愛されて、蚕の世話を

手伝って一杯の米を貰った。マライーニは夜明け前

に山に入り、桑の木を掘り起こして現物賃金を得た。

農民たちとの交際が始まったのだ。「日々に我々の身

体は回復した。それは、より沢山食べることができた
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からばかりでなく、我々が孤独から抜け出ることが

できたからだ。孤独こそは人間に恐ろしく悪い影響

を与え、我々はながくそれに悩まされ続けてきたの

だ」。 

８月のこと 

やがて８月がやってきた。戦争の終結が間近いこ

とは容易に感得された。実は日本帝国が崩壊すると

きに、マライーニたちにどういう命運が待っている

かは彼らの最大の関心事で、マライー二をふくむ何

人かは、日本人たちは殺害を含む最悪の行動にでる

だろう、と予測したが、仲間の一人、もと外交官の老

人は、日本人は鳩のようにおとなしくなるだろうと

いう見解だった。この意見の方が的中した。 

１５日、天皇はラジオで降伏を告げたが、奇妙なこ

とに「我々の周囲の日本人は誰一人としてそれを理

解できなかった。演説は普通の言葉と違って沢山の

宮廷用語を用いたので、その意味を理解するには言

語学者にでもなることが必要だった」。寺の住職一家

は赤飯を炊いてイタリア人達の解放を祝福した。 

８月２６日、連合軍の飛行機が寺の上空を飛び、沢

山の日用品を投下した。「樹々には急に熱帯植物の果

実がついたように、無数の靴がぶらさがり、千上った

小川の岩床にはあらゆる種類の煙草の包みが散らば

った」、「樹々の茂みのなかに時ならぬスーパーマー

ケット一店分の商品がまき散らされたようなものだ

った」。「子供たちは喜んで跳びまわり、チョコレー

トを手にして、〝この黒いものはなあに、食べられる

の〟と聞く。彼女たちはチョコレートを見たことが

なかったのである」。この天から降ってきた日用品に

ついて、村人たちのとった態度は立派なものだった。

彼らは欲しいものについて、米などの食糧との交換

を申し出た。ひどかったのは警官だった。暫く姿を見

せなかった藤田という特高がやってきて、おそるお

そる靴とジャケットと煙草をくれないか、といって

きた。マライーニは持っていけ、しかし二度と私の前

に現れるな、と答えた。Ｓ・スピルバーグ監督の映画

『太陽の帝国』には、日本の敗戦直後に、中国・上海

の郊外にあった英米人の収容所に、米軍機が食料品

などをパラシュートにつけて投下する場面が描かれ

ているが、同じ光景が愛知県下の山村の一隅に現出

したのである。 

８月末に、マライーニたちは愛知県警察の差し向

けたトラックに乗って懐かしいこの寺を後にした。 

当時、広済寺の所在は愛知県西加茂郡石野村とい

ったが、いまは豊田市の東北端に近い東広瀬町大根

坂という。名鉄三河線の終点西中金に近い、水量豊か

な矢作川の東側につらなる小高い丘陵の斜面にある。

マライーニのいた頃は、この寺の本堂は「大きな不規

則な茅葺屋根と、どっしりした木の壁で囲まれた、苔

の生えた古い簡素な建物」で、「木々や穀物のように

大地から生まれたものに特有の美しさ」を備えてい

たが、いまは瓦葺ですっかり建て替えられている。そ

れでも１４世紀、後醍醐天皇の時代に創建されたと

いうこの古刹の山門はいまも静かなたたずまいを見

せている。１９８８年４月、私をこの寺につれていっ

てくれたタクシーの初老の運転手は、小学校の時に

遠足に広済寺にきて、そこで初めて「異人さん」たち

を見たときの驚きを語ってくれた。なお広済寺の西

隣、東広瀬町にあるもう一つの寺、広沢寺に２０人の

オランダ人が収容されていたことも記録されておく

べきであろう。 

故国に帰る 

マライーニは米軍の飛行機が広済寺の裏山に落と

してくれた軍服、靴、靴下、シャツなどを身につけて、

家族とともに上京した。急に帰国できる情勢でもな

かったので、進駐軍に日本語の通訳として勤務し、進

駐軍に求職する日本人労務者の通訳として働いた。

翌年の１月、マライーニの勤務する東京・丸ノ内の赤

煉瓦の事務所に、釈放されていた宮沢弘幸が訪ねて

きた。２人は相擁して、落涙した。そのときのことは

すでに記述した。 

マライーニは１９４６年２月、イタリアに帰国し

た。彼が天白で飢餓に苦しんでいた頃、フィレンツェ

ではその母が亡くなっていた。それは彼が切り落と

した指の治療のために、医者に連れていかれた帰り

のことだったが、なぜか突然母の呼ぶ声が聞こえた

気がして思わず落涙したことがある。そのとき遠く

離れたイタリアで母が死んだことを、マライーニは

のちに知った。 

帰国後のマライーニは、再度チベットの探検に加

わり（４８年）、カラコルムの高峯に登山して（５８

年）、同じく登頂した京都大学登山隊の桑原武大隊長
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らとバルトロ氷河で交歓した（朝日新聞、８８年４月

１５日夕刊）。オックスフォードで人類学の研究に従

事し（５９年〜６４年）、その間、５３年〜５４年、

６６年〜６８年、７０年（万国博イタリア館次長）に

日本に滞在して日本研究にあたり、通算して十数年

の在日歴を重ねた。７２年フィレンツェ大学教育学

部に日本語・日本文学科を創設する仕事に加ってそ

の教授となり、いまは名誉教授である。７２年にはイ

タリア日本研究協会を組織し８３年にはその初代会

長となった。８２年、日本政府から勲三等旭日中綬

賞、８６年、国際文化交流基金から国際文化交流基金

賞を受賞し、８８年には京都の国際日本文化研究セ

ンターの客員教授として来日した。この間、アイヌ研

究、チベット研究、日本研究、登山その他について多

数の著書、論文を発表した。また写真家としても高名

である。 

マライーニは、彫刻家であった父アントニオが１

９２６年に買入れた旧メジチ家のもと農園のなかの、

管理人の家を改造したという家に住んでいる。広大

な庭園をのぞむ書庫には蔵書１万冊を越え、その７

割以上は日本関係の書籍という。そして天白寮の２

階の窓から炎上する「名古屋の赤い空」を見て、「ど

うしてパパちゃん、どうして？」と問い続けた長女ダ

ーチァは作家、劇作家として、札幌生まれの縁でユキ

と名づけられた次女は歌手、音楽教師として、そして

３女トニは民芸研究者として活躍している。 

「勇者として」 

軍機保護法の刃に倒れ、歴史の闇のなかに葬り去

られていた「ある北大生の受難」を戦後はやく世に伝

えたのは、マライーニであった。彼の１９５７年の著

作『オレ ジャポネジ』（イタリア語）の英語訳『ミ

ーティング ウィズ ジャパン』だけでも１０万部

に達したといわれ、そのほか６カ国語に翻訳されて

ひろく世界に読者を得ていた。 

 そして８６年１０月、国際交流基金賞受賞のため

に来日したマライーニは、アメリカからやってきた

宮沢弘幸の妹、秋間美江子に会って弘幸の無実を語

り（朝日新聞１０月１２日付、２１日付）、８７年７

月９日、札幌弁護士会主催の国家秘密法に反対する

市民集会「宮沢事件の真実」には、情理を兼ね備えた

長文のメッセージ「宮沢弘幸の思い出」を寄せた。

（同会編、昭和６２年１０月刊、同集会の『記録集』）

この文章は集会の席上で朗読され、聴衆に深い感銘

を与えた。彼は札幌で過ごした日々を次のように回

想していた。 

「私は、宮沢弘幸の事件が日本で再び社会の関心

を呼んでいることを知り、大変嬉しく思います。私が

札幌で弘幸と初めて会ったのは、１９３９年でした。

当時彼は北大予科の学生で、私は児玉作左衛門教授

のもとで研究中の若い学徒で、アイヌに関する論文

を準備していました。弘幸も私も登山が非常に好き

でした。やがて私たちは心からの友人になりました。

私たちはよく冬山に登りました。十勝岳、芦別岳その

他数多くの雪を頂いた北海道の山々です。１９４０

年、私たちは雪でイグルーを作り、冬の登山用具を少

なくする実験をしました。最初のイグルーは、札幌近

郊の手稲山で作りました。実験は大成功でした。手稲

山は、いまではロープ・ウェイで簡単に登れますが、

当時は寂しい未開の山で、軽川という鉄道の駅から

登るのに３時間もかかりました。 

弘幸は単に山登りの良きパートナーであるだけで

なく、大変聡明で博学な青年でした。その彼と、彼が

関心を持っていた歴史、哲学、宗教といった諸々の事

柄について語り合うことは、私の楽しみでした。彼は

西洋文明の重要性を十分に認識する傍ら、また常に

和魂洋才の精神の持ち主でした。 

 弘幸は新しい言語を学ぶことで、その知識を広げ

ようとしていました。英語はとても堪能でした。新た

にドイツ語をヘルマン・ヘッカー教授から、フランス

語をマチルド・太黒夫人から、イタリア語を私から習

い始めていました。私は、彼がさらにギリシア語とラ

テン語の文法の本を読んでいたのを知っています。

弘幸はレーン夫妻について英語の勉強を続けており

ました。ハロルド・レーンとポーリン・レーンはとも

に北大予科の教官で、日本で長く生活しており、日本

人の誠実な友人とでもいうべき人でした。 

１９４１年に私は北海道を去り、京都に移りまし

た。そこで１２月８日、真珠湾攻撃の日を迎えまし

た。後に私はレーン夫妻が敵国人として数々の酷い

仕打ちを受けた挙げ句、カメリカヘの最後の船で送

還されたことを知りました。また私はすぐに弘幸が

スパイの容疑で警察に逮捕されたことを知りました。

私は怒りが沸きあがるのを覚えました。私は弘幸の
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逮捕が卑劣なフレーム・アップであると確信してい

たからです。弘幸は確かに西洋文明に大きな関心を

寄せ、外国人からあらゆることを学ぼうとして頻繁

に外国人と接触していましたが、しかしその心中は

熱烈な愛国主義者であったのです。私のみるところ

では、彼の愛国主義は性急なものであったことも再

三だったと思います。私たちは、しばしば中国に対す

る日本の干渉の正当性をめぐって激しく議論したこ

とがあります。私は、しばしば弘幸を吉田松陰のよう

に思っていました。というのは、２人とも熱烈な愛国

者であり、同時に２人とも西洋からできるだけ多く

のことを学ぼうとしていたからです。そして、いま付

け加えれば、２人とも日本の官憲の近視眼的な愚行

によって、命まで奪われてしまったからです。 

弘幸は決してスパイではなかったのです。私は、弘

幸のレーン夫妻に対する友情は純粋なものだったと

確信しています。私は彼の優れて独立心の強い性格

が、自分の立場を危うくしたのではないか、と思いま

す。おそらく彼は、官憲と向かい合っている際に求め

られる控え目で従順な態度を拒否し、尋間に対して

は真正面から面をあげて答えたに違いありません」。 

このあとマライーニは弘幸の母が京都に訪ねてき

たこと、マライーニ自身が抑留されたこと、弘幸が戦

後に米軍に勤務していたマライーニを訪ねてきたこ

とを叙述して、さらに次のよう書いていた。「この時

期、弘幸と私はしばしば会いました。しかし、私は、

私の友人が長く辛かった体験を語ろうとしないこと

に気がつきました。おそらく彼はそれを忘れょぅと

していたのです。 

１９４６年２月、私は家族とともに日本を去り、イ

タリアに帰国しました。それから間もなく、私は弘幸

が死んだことを聞きました。 

日本人にとって、弘幸の悲しい運命を忘れないこ

とは、とても大切なことだと思います。彼が全く無罪

であることは一点の疑いもありません。彼は裏切者

ではなく、勇者として記憶されるべきなのです。吉田

松陰のように」。 

私は、ほゞ５０年前の北大時代の友情と信義に基

づいて、友の無実を証言するイタリアの老碩学の言

葉に、戦火と国境と生死を越え、半世紀の風雪に耐え

て固く結ばれ続けてきた人間の絆の豊饒と強靭とを

見る思いがする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マライーニ夫妻（前列中央）と、宮沢一家。とく（前列左端）雄也（右から二人

目）美江子（後列左端）弘幸（三人目）晃（右端）＝東京・雅叙園にて１９４０

年夏（秋間美江子提供） 
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ノーベル文学賞にもっとも近い作家たち 

青月社／２０１４年９月・刊から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生年 ▶ 1936年生まれ 

出身地 ▶ イタリア、フィエーゾレ 

活動拠点 ▶ イタリア、ローマ 

作品の特徴 ▶ 1970年代よリイタリアのフェミニ

ズム運動を牽引した作家として、フィクション、ノン

フィクション(自伝合む)を問わず様々な女性の物語

を扱う。 

 

＜日本語で読める作品リスト＞ 

『不安の季節』青木B出夫訳(角川書店) 

『バカンス』大久保昭男訳(角川文庫) 

『メアリー・ステュアート』望月紀子訳(劇書房) 

『シチーリアの雅歌』望月紀子訳(品文社) 

『帰郷シチーリアヘ』望月紀子訳(晶文社) 

『声』大久保昭男訳(中央公論社) 

『イゾリーナ～切り刻まれた少女～』 

望月紀子訳(晶文社) 

『別れてきた恋人への手紙』望月紀子訳(晶文社) 

『おなかの中の密航者』草皆仲子訳(立風書房) 

『思い出はそれだけで愛おしい』 

中山悦子訳(中央公論新社) 

日本育ちのフェミニスト 

ダーチャ・マライーニは、まず日本語を話した。フ

ィレンツェ近郊に生まれ、幼少期の７年間を日本で

過ごした彼女は、家ではイタリア語、近所の子供たち

とは日本語という環境で、「イタリア語よりも日本語

を話すほうが楽だった」という。登山家としても有名

な文化人類学者の父フォスコ・マライーニは、戦前に

日本の外務省の奨学金を得て、北海道でアイヌ研究

に携わっていた。その後同盟を記念して京都大学に

開設されたイタリア語学文学講座の外国人教師とな

り京都に移るが、イタリア降伏の際に、もともと生理

的ともいえる嫌悪感からファシスト党員証をもつこ

となく、故国から遠ざかる選択をしていたフォスコ

は、当然ムッソリーニ＝ナチ派を支持せず、「敵国人」

として名古屋市天白の収容所送りになった。解放ま

での２年弱は、ダーチャを筆頭とする幼い三姉妹に

とってはひたすらひもじい日々であった。にもかか

わらず、最近でも２０１４年に来日しているように、

ダーチャが日本嫌いにならなかったのは、後年ヒロ

シマを語る平和活動に身を投じることになる森岡ま

さ子のような人が乳母であったからでもあろう。日

本の思い出は、自伝的小説『帰郷シチーリアヘ』（１

９９３年）、あるいは『神戸への船』（２００１年、

未訳）などで語られている。 

 

戦後の帰国と生活再建は容易ではなかった。特に

両親の別居から、父への愛憎こもった感情がうずき

はじめる。文筆活動はまさしく生きるためでもあっ

たが、２５歳で発表した処女小説『バカンス」（１９

６２年）へとつながった。 

 

１９６０年代には、雑誌『新しき論題』にて批評精

神を磨き、１９６８年のうねりのなか、湧き上がるフ



- 26 - 

ェミニズム運動に身を投じる。実験演劇にうったえ

て時事問題に切り込んでいく姿は、生来のリーダー

のそれであった。行動する知識人として（それから

「ご意見番」として）、中絶やレイプ、女性監獄での

人権無視といった問題をめぐって、因習的な社会の

闇に覆われてきた「弱者」と関わり続ける。１９７３

年には、女性のみで運営する劇団マッダレーナを創

設し、自作発表の場とする。女性同士の対話劇『メア

リー・ステュアート』（１９７５年、原題はイタリア

語名『マリア・ストゥアルダ』となる）は日本でも人

気が高く、宮本亜門演出版は２０年以上再演されて

きた。 

 

自身の道のりや、過ぎ去った時代を反芻し、再考す

るプロセスを経て１９８０年代から１９９０年代に

かけて最良の作品を生んでいく。抵抗の世代につい

ての『ヘルシンキヘの旅』（１９８４年、未訳）、シ

チリアで過ごした若年期についての『帰郷シチーリ

アヘ」などである。後者は、代表作となった歴史小説

『シチーリアの雅歌』（１９９０年）にあわせて書か

れた。７０歳をこえても現役を貫き、親しかった人々

を回想する『饗宴』（２０１１年）や、評伝『アッシ

ジのキアラー不服従礼賛」（２０１３年）といった作

品を発表し続けている（共に未訳）。ストーリーテー

ラーとしての腕は映画にも活かされる。マライーニ

の小説が映画化された例には、モニカ・ヴィッティ主

演のコメディ『女すり 嘆きのテレサ』（１９７３年）

や、『声』（２００１年、日本未公開）などがある。

そればかりか、中長期の旅によく一緒に出掛けた詩

人パゾリーニ（彼女のパートナーであるモラヴィア

の親友）の要請で、彼の映画『アラビアン・ナイト』

（１９７４年）の脚色を共同担当する。この同性愛者

とフェミニストのコンビにより、エロティックなだ

けでない、人生の愉楽に満ちた純粋無垢でユートピ

ア的なラブ・ストーリーが生まれた。イタリア映画の

奇才マルコ・フェッレーリ監督とのコラボレーショ

ン、『ピエラ愛の遍歴』（１９８３年）と『未来は女

のものである』（１９８４年）も忘れられまい。 

次に、マライーニに関連して、これまでノーベル賞

候補となったイタリアの文人たちについてまとめて

みたい。ロンドンのブックメーカーによってマライ

ーニの名が挙げられるのは、イタリアの読者にとっ

ては意外であろう。確かにイタリアは、演劇人ダリ

オ・フォーが１９９７年に受賞して以来、そろそろ番

がまわってきてもいいという声もある。しかし２０

１２年２月に小説家アントニオ・タブッキが６８歳

で亡くなってしまってからは、国際的な名声を誇る

目ぼしい人がいない。それでも、タブッキと並んで下

馬評が高かったクラウディオ・マグリス（１９２９年

生）は、現在もなお候補に挙げられてもよいだろう。

東の国境の町トリエステ出身のマグリスには、中央

ヨーロッパの文学と歴史をテーマにした『ドナウ あ

る川の伝記』（１９８６年）という無数の断章からな

る作品がある。 

 

可能性ある名前が他にあまりない現在、確かにマ

ライーニを考えてみてもいい。しかし彼女を推すと

なると、年齢の問題ではなく（彼女はまだ若い）、時

代が一つ戻る印象を与える。ただジェンダー的観点

からは、現在もなお意味をもつかもしれない。またマ

ライーニ以外で推挙されるイタリア人は、ベストセ

ラー連発の国民的作家アンドレア・カミッレーリ（な

んと１９２５年生）であったり、はたまたルポルター

ジュ小説『死都ゴモラ』で一躍有名になったロベル

ト・サヴィアーノ（こちらもなんと１９７９年生）で

あったりするので、相対的にマライーニはまともに

映る。もっとも、サヴィアーノの場合は、ナポリの組

織犯罪カモッラから死刑宣告が出ていて、平和賞の

ニュアンスも加味される。繰り返しになるが、マライ

ーニ受賞となれば、イタリアの多くの読者は、もちろ

ん否定的には受け取らないが、エキサイトもしない

であろう。「外国の評判はそんなもの」、うれしい勘

違いとクールに受けとめるかもしれない。 

 

ついでに、ノーベル文学賞を介してイタリアと日

本が微妙に絡み合うエピソードを紹介したい。１９

５９年のノーベル文学賞は、シチリア島出身の詩人

サルヴァトーレ・クワジーモドに授与された。実際の

ところ、「他にもいい詩人はいるのに」という評がイ

タリアになくもなかった。なにせ代表作といえるの

は、『古代ギリシャの叙情詩人たち』というシンプル

なタイトルの、彼の手による翻訳アンソロジーであ

る（若きダーチャの愛読書、彼女は詩も書いた）。お

もしろくなかったのは彼より一つ上の世代に属する
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詩人ジュゼッペ・ウンガレッティである。２０世紀詩

壇の重鎮である彼は、あまりのいたたまれなさから、

授賞式が行われる時期にイタリアを後にして日本に

来てしまった。個展のために来日する友人の画家ジ

ャン・フォートリエの誘いに乗ったかたちだが、大物

の来日に新聞各紙がインタビューにおしかけている。

自然な流れでクワジーモド受賞のニュースについて

の感想を尋ねられたウンガレッティは、朝日新聞の

記者に対して、あからさまに不機嫌になって、「イタ

リアの文学界では、こんどのノーベル賞をだれも満

足していない」と言い切ってしまう。逆にオープンに

なり、若きイタリア文学者である奥野拓哉には、日本

の短歌と自分の詩の近似性、そして自己への影響を

認めるような発言もしている。 

 

とはいえクワジーモドは、現在でも、高校生必修の

全国統一卒業試験の「テクスト分析」の試験に出題さ

れるくらいの存在感は保っている。このように扱わ

れるのはまさにノーベル賞のおかげである。 

 

一方、１９６０年代の前後に小説家として有力で

あつたのはアルベルト・モラヴィア（１９９０年没）

である。最近公になった資料により、「のぞき見」作

家との偏見からノーベル文学賞の選からもれていた

ことがわかった。モラヴィアとは１９６２年の邂逅

に続いて懇意となり、処女小説を発表したばかりの

マライーニは急速な成長を遂げていく。そこにいた 

るまでに彼女は生涯で一度の結婚をし、のちにたび

たび作品で描くことになる流産を経験していた。 

 

無念は晴らされることなく、詩人ウンガレッティ

は１９７０年に亡くなった。彼だけのものではなか

ったリベンジヘの思いが叶い、１９７５年には詩人

エウジェニオ・モンターレが受賞し、誰もが納得する

結果を残した。それから３２年後のフォーの受賞時

にまた論争が起きる。フォーの政治性、見定め難い文

名は議論の的となりうる。しかしそれよりも、あくま

でも自分で演じるために書く姿勢や、時事問題に反

応しつつ即興的に変化し続ける作品群は、確かに歴

代受賞者のケースに比べて異質であることを指摘す

べきであろう。演劇人がノーベル賞をとるのがめず

らしくないイタリアでは、ナポリの喜劇作家エドゥ

アルド・デ・フィリッポ（１９８４年没）もかつて有

力視されていた。 

 

「世界で最も翻訳されている女性作家」マライー

ニは、はたしてノーベル文学賞を獲得できるであろ

うか。実際の賞の行方をあてるのはなかなか難しい

（だから本命・村上春樹が勝つとは限らない）。マラ

イーニが受賞すれば、イタリアにとってはよくもわ

るくもサプライズとなろう。    （土肥秀行） 
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フォスコ・マライーニ （Fosco Maraini） 紹介 

 「北海道大学山岳部・山の会」ホームページの「山岳部蔵書ガイド」に、『番外 フォスコ・マライーニ（Fosco 

Maraini）人物伝』が掲載されています。転載許可をいただいて掲載します。 

https://aach.ees.hokudai.ac.jp/xc/modules/Center/Review/trance2/Maraini.html 

 

 

 

 

 

1912 年 11月 15日、彫刻家の父アントニオ・マラ

イーニ、小説家の母ヨイ・パブロフスカの長男として

フィレンツェに生れる。フィレンツェ大学で自然科

学を専攻。1935 年、シチリア貴族の血を引くトパー

ツィア・アッリアータと結婚。 

 1937 年、著名な東洋学者ジョゼッペ・トゥッチ教

授のチベット学術探検隊に写真家として参加。写真

集「LONTANO TIBET」（邦訳「チベット」）、「Dren Giong」

(邦訳「ヒマラヤの真珠」）を出版。マライーニはイタ

リアの山岳界では名を知られた一流の登山家で、学

生時代からイタリア・アルプスの峰々を歩き回り、ド

ロミティのいくつかで初登頂の記録を持っていた。

スキーの腕前は素人の域を脱しており、札幌にも自

前のスキーをイタリアから持ち込んでいた。 

 

 1938（昭和 13）年 12月 15日、日伊交換留学生と

して日本の国際学友会の外国人研究者奨学金を取得

し、トパーツィア夫人、1歳半の娘ダーチャを伴い来

札。北大医学部解剖学教室の児玉作左衛門教授の下

で、無給助手の身分でアイヌ民族の人種的起源につ

いての研究を行った。 

北大構内の外国人教師用宿舎へ入り、英語講師レ

ーン夫婦、ドイツ語ヘッカー講師らと親交を結ぶ。レ

ーンの紹介で宮沢弘幸、武田弘道、松本照夫らスキー

と登山が好きな学生達と冬山登山、スキーツアーに

盛んに出かけた。特に宮沢とは登山や小旅行で行動

を共にする機会が増えていき、その度に 2 人の友情

は深まっていった。 

1939（昭和 14）年初夏、学生の発案で発足した外

国人講師と学生の親睦集会｢心の会｣（心のふれあい

の会）が、外国人家庭を持ち回りの会場として始まっ

た。国全体がますます軍国主義に傾斜し、若者に閉塞

感が漂い始めていた時代、外国人との交流、自由な発

想と発言のできる場は、学生達にとって自由な空気

を呼吸できる、世界に向って開かれた小さな窓であ

った。のち、この集会を特高が目をつけるところとな

り、後に述べる宮沢とレーン夫婦の逮捕へとつなが

る。 

 1940（昭和 15）年 1月 5日、北大山岳部ペテガリ

隊 10名の内 8名が、コイカクシュ札内沢で雪崩によ

り遭難死した。マライーニも当初よりこの隊に参加

する予定であったが、娘ダーチャの発熱の為、本隊よ

り 3 日遅れて出発、隊員が誰もいない BCで 3晩を過

ごし、連絡が取れないまま下山を開始した。下山途中

で遭難の知らせを受けて現地へ向う坂本直行ら捜索

隊と遭遇、遭難を初めて知った。 

 マライーニはこの遭難事故から稜線への重い幕営

装備荷上げの不利を覚り、イタリアの山岳雑誌に掲

載されていたイグルーの試作を思い立ち、宮沢と手

稲山に登り実験、問題なく作成できることを確認し

た。この結果に自信を持ち、同年 3 月、宮沢と旭川

の八島定則の 3 人で十勝岳から大雪山への縦走をイ

グルーを使って敢行する。マライーニのイグルーは

しっかりと山岳部員に引き継がれ、昭和 18年１月 5

日、今村昌耕らはコイカクシュサツナイ岳頂上に建

設したイグルーから、山岳部宿願のペテガリ岳厳冬

期初登頂を果たした。 

 アイヌ研究ではしばしば二風谷を訪れ、そこで知

合った医師ゴードン・マンローと宣教師ジョン・バチ

ェラーのアイヌ救済、殉教的な生き方に強く惹かれ

『番外 フォスコ・マライーニ（Fosco Maraini）人物伝』 

フォスコ・マライーニ（1912-2004） 文化人類学者、写真家、探検家、登山家 

 

https://aach.ees.hokudai.ac.jp/xc/modules/Center/Review/trance2/Maraini.html
https://aach.ees.hokudai.ac.jp/xc/modules/Center/review/forein2/tibetp.html
https://aach.ees.hokudai.ac.jp/xc/modules/Center/review/forein2/Dren-Going.html
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た。1942（昭和 17）年、マンローの臨終には、この

時期外国人が遠距離の旅行をするのは至難の業であ

ったが、京都警察の上層部に必死に嘆願し、旅行許可

を得て二風谷まで駆けつけ、チヨ夫人と 2 人で最後

を看取った。アイヌ研究の成果は、1942 年イタリア

大使館から「GLI IKU-BASHUI DEGLI AINU」（アイヌ

の髭揚箆）として刊行された。 

 1940（昭和 15）年 6月、イタリアの欧州大戦参戦

により、奨学金が切れたあとの戦火のイタリア帰国

が困難になり、京都大学に開設されたイタリア語科

に講師として採用され、1941（昭和 16）年 3 月末、

トパーツィア、ダーチャ、札幌で生れた二女ユキを連

れて京都へ移った。2 年 3 ヶ月半の札幌滞在であっ

た。 

 1941（昭和 16）年 12月 8日、太平洋戦争開戦と同

時に、レーン夫婦と宮沢弘幸がスパイ容疑で特高に

逮捕された。宮沢は若者らしい興味から、また自身の

見聞を広める為に日本各地、千島、満州などを頻繁に

旅行していたが、旅行中に得た軍事機密をレーン夫

婦に提供していたという容疑であった。特高による

全くのでっち上げであったが、翌年 12月、レーン夫

婦に懲役 12年、宮沢に 15年の有罪判決が確定する。

懲役12年の刑で刑務所生活を送っていたレーン夫婦

は昭和 19年、交換船でアメリカへ帰国する。事実無

根のスパイの罪を着せられ、日本の官憲に非道な虐

待を受けたが、戦後昭和 26年、北大からの求めに応

じて、再び北大で教鞭をとることになり、昭和 38年

まで教壇に英会話教師として立ち、同年に死亡。札幌

市営円山墓地に子供・妻と共に眠る。 

 

 1943（昭和 18）年 9月 8日のイタリアの無条件降

伏以来、特高はマライーニ一家を京都飛鳥井町の自

宅に軟禁し、外部との一切の交信を禁止する。10 月

13 日、ムッソリーニに代わったバドリオ政権のイタ

リアがドイツに宣戦を布告、敵国人となったマライ

ーニは夫人、3人の娘（ダーチャ、ユキ、京都で生れ

たトニ）と共に名古屋市郊外天白にあった松坂屋の

保養施設天白寮に、各地から送られてきた 16名のイ

タリア人と共に捕虜として強制収容された。これか

ら 1 年半、マライーニ一家は幼子を抱え、飢えと寒

さとの壮絶な戦いを強いられる事になった。日本政

府から捕虜への配給食糧を警官が横流し、そのため

１日僅か 800 カロリー分の食料しか与えられなかっ

た。警官の不当で過酷な捕虜取扱いに抗議し、マライ

ーニはついに、警官達の目の前で自分の左手の小指

をマキ割り用の斧で切り落とした。この事件後、警官

たちは食料の横流しをやめ、待遇は少しずつ改善さ

れていった。マライーニの必死の抗議が勝利を勝ち

取ったのである。 

 

 1945（昭和 20）年 5月中旬、名古屋への B29によ

る空襲が激化する中、イタリア人たちは天白寮から

豊田市東広瀬にある広済寺へ移された。監視は以前

より緩和され、住環境などもある程度改善したもの

の、食料不足は相変わらず深刻で、蛇、蛙、野草を取

って飢えを凌いだ。終戦翌月の 9 月、ようやくイタ

リア人たちは解放され、愛知県が用意した名古屋市

内の宿舎に落ち着いた。2年に及ぶ非人道的で過酷な

収容生活であった。 

 

 英語、日本語に流暢なマライーニは、釈放後、丸の

内の占領軍事務所（GHQ）の要請で、日本人採用の面

接係として働いていた。イタリア帰国の船が手配さ

れるまで、何もしないで居られるほどの経済的余裕

はなかったのである。 

1946（昭和 21）年 1 月、この事務所を宮沢弘幸が

訪ねてきた。宮沢は昭和 20年 10 月 10日に宮城刑務

所から釈放され、東京の両親の下で静養していたの

である。4年間、日本の警察に非道な虐待を受け、心

身ともに破壊されてまるで老人のような26歳の宮沢

にマライーニは驚き、ショックを受ける。1947（昭和

22）年 2月 22日、宮沢は刑務所生活で罹った結核の

為に死去する。盲目的で残酷な日本の軍国主義の犠

牲となったのである。 

 1946（昭和 21）年 2月中旬、マライーニ一家はイ

タリアに帰国する。来日以来 7 年 2 ヶ月ぶりであっ

た。帰国後、東洋各地を精力的に歩き回り、1948（昭

和 23）年にはジュゼッペ・トゥッチ教授の率いる第

2回チベット遠征隊に加わり、2度目のチベット入り

を果たす。帰国後、その経験を「Segreto Tibet」(邦

訳：「チベット―そこに秘められたもの」)にまとめ、

1951年出版した。 

 1953（昭和 28）年、マライーニは苦難の経験をし、
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愛憎交々の感情の染み付いた国・日本に取材の為に 8

年ぶりに帰って来た。マライーニはある種の日本人

を憎んだのは確かであったが、それが日本人全体に

対する偏見につながらなかった。それはレーン夫婦

と共通する感情であったろう。マライーニ自身の言

葉を借りれば、捕虜経験のおかげで、彼の日本に対す

る親愛の念は「戦前よりも成熟し、深まっていた」の

である。（石戸谷滋「フォスコの愛した日本」） 

 来日の目的はイタリアのある放送局がスポンサー

の、日本についての文化映画作成であった。長期間に

わたり京都、アイヌ、東京、舳倉島などを取材した。

舳倉島での取材からは 1961 年、「L’isola delle 

Pescatrici」(邦訳「海女の島」)を出版した。 

 帰国後、3年を費やして長年の日本文化研究、撮り

溜めた選りすぐりの写真、そして長年の日本での経

験を材料に「ORE GIAPPONESI」を 1956年、マライー

ニ 42歳の時に出版、各国語に翻訳され大きな反響を

呼んだ（邦訳「随筆日本」は 2009年発行）。 

 1955 年、戦中、戦後の苦楽を共にしたトパーツィ

アと離婚。 

 

1958 年 2月、マライーニはイタリア山岳会のジョ

バンニ・モリーニ会長から、この年のガッシャーブル

ム?峯（8068m）を目指す遠征隊への参加を要請されて

快諾、直ちに登山許可を得るためパキスタンへ向っ

た。希望していたガッシャーブルムⅣ峯は、既にアメ

リカ隊が許可を取得していた。次に前年へルマン・ブ

ールが遭難死したチョゴリザ（7654ｍ）を申請する

が、これも桑原武夫を隊長とする京大学士山岳会が

既に許可を取得していた。パキスタン政府は、代わり

にガッシャーブルムⅣ（7980ｍ）を許可した。これを

受けイタリア山岳会は、リッカルド・カッシン隊長以

下マライーニを含む 8 名の隊員を送り、チョゴリザ

初登頂の 2日後の 1958年 8月 6 日、ワルテル・ボナ

ッティとカルロ・マウリが辛苦の末についに頂上に

立った。チョゴリザ隊は、登攀活動の途中で前年遭難

したヘルマン・ブールのテントを発見、遺品を回収

し、チョゴリザ隊の BCを訪問したマライーニらイタ

リア隊にヘルマン・ブール夫人に引き渡すべく託し

た。 

 マライーニは翌 1959 年、イタリア隊の公式記録

「G4-Karakorum」（邦訳：「ガッシャーブルム IV」）を

発表、従来の登山紀行のマンネリズムを打破した世

界を創出したとして評者の絶賛を浴びた。日本語版

は、2段組み 370頁の本文と 80 ページの綴じ込み写

真からなる分厚い本である。 

 引き続いて 1959年、東ヒンズークシュ・サラグラ

ール峯（7350m）にイタリア山岳会の登山隊を率いて

初登頂を果たした。 

 

 1959 年から 64 年にかけて、オックスフォード大

学セント・アンソニー・カレッジにフェロー（特別研

究員）として招かれて滞在。 

 1968 年には並木見江子と再婚、1970年には大阪万

博イタリア館副館長、1972 年の札幌オリンピックに

はイタリアチームの選手役員として来札するなど、

終始日本との関係を持ち続けた。札幌オリンピック

での来日を機に日本をより広く世界に知らしめよう

と、日本文化、日本人、歴史を紹介した「JAPAN ‐

Patterns of Continuity‐」（邦訳なし）を講談社イ

ンターナショナルから発行した。 

 1972 年、新設されたフィレンツェ大学日本語・日

本文学科に教授として招かれ、1983 年まで 11 年間

勤めた。この間、1973 年に伊日研究学会を設立、会

長に就任、その後名誉会長となった。フィレンツェ大

学退官後は、生来の放浪癖を蘇らせ、東洋の国々を精

力的に歩き回った。 

 1987～88年、国際日本文化研究センター客員教授。 

 2004 年 6 月 7 日、フィレンツェで 91 歳の生涯を

閉じた。この世を去るに際し、神の啓示は特定の宗教

 

写真：チョゴリザ BC の日伊登山隊、後列右から 3 人

目桑原隊長、前列左から 2 人目マライーニ。 

提供：チョゴリザ隊隊員 芳賀孝郎氏 
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のみに現れるものではなく、地球上のあらゆる事象

から得られるものであると説く「最後の言葉」を“親

しき友人諸氏”に残し、葬儀は無宗教で行なわれた。

フィレンツェのストロッツィ宮殿内、ヴィエッセウ

図書館にはマライーニの希望によりその生涯をかけ

た東洋書籍コレクション 8000 冊と自作の写真 7000

点が収蔵されている。 

 長女ダーチャ・マライーニは現代イタリア文学を

代表する作家。 

 1982 年、勲三等旭日中綬章 

 1986 年、国際交流基金賞 

 日本山岳会名誉会員 

 

 

 

著書（邦訳のあるもの、＊印は山岳館所有） 

＊チベット（Lontano Tibet） 塩見高年訳 春鳥社 1942 

＊ヒマラヤの真珠 牧野文子訳 精華房 1943 

＊チベット―そこに秘められたもの 牧野文子訳 理論社 1958 

＊ガッシャーブルムⅣ―カラコルムの峻峯登頂記録 牧野文子訳 理論社 1962 

＊海女の島―舳倉島 牧野文子訳 未来社 1964 

＊アイヌのイクパスイ ロレーナ・スタンダールディ訳 アイヌ民族博物館 1994 

＊随筆日本 岡田温史監訳 松籟社 2009 

 

上記以外の参考文献 

・北海道および大雪山の印象（北大山岳部部報 7号） フォスコ・マライーニ 1928 

・フォスコ・マライーニ氏とペテガリ遭難の秘話－其の時代（北大山の会会報 100号）今村昌耕 2007 

・ペテガリの思い出（北大山の会編「日高山脈」付録） フォスコ・マライーニ 1971 

・イグルー普及と実践的登山（山の仲間と五十年（秀岳荘） 高澤光雄 2005 

・フォスコの愛した日本―受難の中で結ぶ友情 石戸谷滋 風媒社 1989 

・チョゴリザ登頂 桑原武夫 文芸春秋社 1959 

・武田弘道追悼集 会議は踊る―ただ一度の 武田ひろ子編 ミネルヴァ書房 1985 

・ある北大生の受難 上田誠吉 朝日新聞社 1987 

・フォスコ・マライーニの死にちなんで（aackニュースレター32号) 谷泰 2004/9 
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フォスコ・マライーニの死にちなんで 

谷 泰（たに・ゆたか）文化人類学者、京都大学名誉教授 

 （京都大学学士山岳会ニュースレター第 32号から。https://aack.info/ja/newsletter/01-49.html） 

 

フォスコ・マライーニ（１９１２年、フィレンツェ

生れ）は６月８日、フィレンツェで９２年の長い生涯

を全うして、この世を去った。もちろんいまこのニュ

ースレターでこの事実を知らされる人のおおくは、

名前は聞いていても、直接会ったこともなく、一流の

クライマーとして名をはせたわけではない彼の死を、

縁遠い出来事と思われるかもしれない。ただ１９６

８年、学士山岳会のチョゴリザ登攀隊のメンバーは、

バルトロ氷河上で、ガッシャーブルムⅣを目指した

イタリア隊のリエゾンオフィサーとしての彼に出会

っている。そしてそこで、とりわけ京都を愛し、すで

に日本研究者としてエスタブリッシュしていた彼の

日本隊へさしむけた深い友情と、ボナッティなど若

いイタリアのクライマーを暖かく包み込んで隊を率

いていたエクスペディションの先輩としての彼の人

となりに魅せられたことは、チョゴリザ隊の報告書

を読んだ人ならば知っている。 

 

１９６０年代以後、個人的に彼とそれなりに親し

く交わったわたしは、ちょうどイタリアにいる立場

も幸いして、個人的な立場でその告別式に参列した。

ただうえのような縁から、編集者にマライーニにち

なんでなにかを書いてほしいともとめられた。そこ

で、たんに岳人としてだけでなく、日本について、い

やアジアについて深い理解をもって、その意味を世

界に知らせた文筆家としての彼の人生について簡単

に記し、かつ死を予想して告別式のためにあらかじ

め彼がしたためた遺言とも言える文を紹介しておく。 

 

彼は、イタリア人で当時著名な彫刻家を父とし、オ

ルダス・ハックスレーをはじめ、Ｄ.Ｈ.ローレンスな

ど、当時イギリスでの一流の知識人たちと親交のあ

ったイギリス人の母のもとで成長している。つまり

彼はすでにこの家族的環境において、イタリアとい

うかぎられた世界から距離をおいた、より広い視点

から世界をみる目を身につけたようだ。しかも両親

はともに旅行が好きであったという。このことが山

好きであるだけでなく、こよなき好奇心をもって異

文化世界を旅した旅行家としての彼の人間形成に深

く関係しているとみてよいだろう。２０歳前後は、し

きりにアペニンをはじめ、ドロミテ地方の山に出か

けている。ところでアジアとのはじめての関わりは

２５歳（１９２７年）のときであった。当時著名なチ

ベット学者であったトゥッチが、再度チベットに調

査行を計画していることを新聞紙上で知り、応募し、

写真家としての才能を評価されて、チベットに赴く

ことになる。こうして、そのときの経験およびその後

の再訪経験が、チベット人のこころをよく映し出し

た写真を含めた名著「秘境チベット（Segreto Tibet）

を生むことになっている。ダライ・ラマはこの書物を

こよなく愛したという。 

 

ところで１９３０年代後半、イタリアはファッシズ

ムの流れが強まる時代であった。彼はそこでの息の

詰まるような空気を嫌い、日本が留学生を募ってい

ることを知って応募する。そして１９３８年暮れ、日

本に向けて出発することになる。すでに民族学的関

心をもっていた彼は、アイヌを研究の対象とするこ

とをめざしていた。ただ、すでに自文明とは異なる高

度に洗練されたチベット文明に触れた彼は、たんな

る地域的な調査者としてだけでなく、異なる文明の

もとで生活する人々を、先入観を抑えてみる目をは

ぐくんでいたのだろう。船で日本に向かう途上、寄港

する場所場所で触れる現地の人々の生き様をつぶさ

にみるなかで、彼はつぎのような観察をしている。 

 

インドの港で、香港の港で、寄港するたびに、土産

物の小物や革細工などをつんだ小舟に乗った物売り

が、雲霞のように船のまわりにたむろする。それは 

だれもが経験する光景だ。ところが日本の神戸に近 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96%E4%BA%BA%E9%A1%9E%E5%AD%A6%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8D%E8%AA%89%E6%95%99%E6%8E%88
https://aack.info/ja/newsletter/01-49.html
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づいたとき、湾内は静穏そのもの、これまでみてきた

アジア的喧噪とカオスが全くみられない。そして港

の岸壁をみれば、そこに一直線に並列した黒々とし

た人の列がみえる。そしてそれが、やがて手には白い

手袋をした人力車の車夫であることをみいだす。こ

うして彼は、そこで、これまでみてきたアジア世界の

たんなる連続ではない、別個の文明世界がそこにあ

るという思いにいたるのである。 

 

なんということない日常の出来事の差異の中に、

ことの核心をみる鋭敏な観察者の姿といってよいだ

ろうか。彼はこうして、日常の出来事をありのままに

写す写真家をこえて、日常の出来事の背後にある固

有性を、それぞれの歴史と文化の深みのなかでとら

えるべく、つねに好奇と思索を繰り返す生活を、日本

で開始したようである。彼はまず、札幌は北大の人類

学教室に籍を置き、アイヌの村を訪れて、まさにアニ

ミズム的とも言える神々の世界を知る。またその後、

京都大学のイタリア語教師として京都に居所を移し、

日本人が磨き上げた自然への繊細な感性と美学の粋

に触れることになった。 

 

ただ当時の彼を取り巻く世界情勢は、彼を、そして

彼の家族を思いがけない運命へと導くことになる。

日本はまもなく戦争状態に突入し、やがて同盟国と

しての日伊関係がゆらぐ。こうして彼は、外国人とし

ていずれの側につくかという政治的立場を表明する

ことを余儀なくされる。そしてファッシズムを肯定

できないものとして自己表明をするとともに逮捕さ

れて、家族ごと名古屋郊外で、外国人捕虜としての収

容生活を送ることになった。ただそこで支給される

食料はひどくまずしく、幼い３人の子供と妻をとも

なうものにとって、そこでの生活は耐え難いもので

あった。彼はついに思いあまって、戦争捕虜にも最小

限保証されるべき生存権を主張して、官憲の前で自

らの小指をナイフで切り落として抗議する。身体全

身を張っての自己表明としての血書へのなぞり、そ

れは相手（日本人）のもつ論理を我が身のものとする

ことによって相手を封ずる、劣位にあるものが唯一

とりうる抗議の手段であったともいえる。 

 

ただその背後に、人間性への等しき尊厳をもって

最低限の生存条件をみとめられることへの、身を切

っての強い要求がたぎっていたことは、だれもが推

測できることだろう。官憲の取り扱いは、この彼の行

為で急速改善するのだが、彼はこの逆境のなかで、彼

等を等しく人間としてみて、彼らにひそかに慈愛の

手をさしのべる老婆や仏教者に出会いもしたのであ

った。日本という異国の地で、惨めな虐待を受けなが

らも、その後日本人を愛し続け、戦後いくども日本を

訪れて、日本紹介の名著としていまも読み続けられ

ている『日本ときどき（Ore Giapponesi）』が生み出

されたのも、このような小さきものの示した人間と

しての温情との出会いがあったからだといってよい

だろう。彼は、この時代に彼等に温かい手をさしのべ

た人々を、終生忘れず、折に触れて訪ねている。 

 

 

「チョゴリザＢＣにて、自著の邦訳『チベットーそこ

に秘められたもの』にサインして桑原先生に贈呈する

マライーニさん。１週間前に日本の出版社から“バル

トロ氷河マライーニ様としてとどいたもの」＝「チョ

ゴリザ隊資料」提供 
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さて戦後、イタリアに帰って以後、彼は日本、チベ

ットを再訪するだけでなく、イタリアの山岳会の求

めに応じて、ガッシャーブルム登攀隊の年長メンバ

ーとして、１９５８年、カラコラムに出向くことにな

る。イタリアのＫ２登攀隊が、体制に密着したデジオ

を隊長にした国を挙げた事業であったのにたいして、

ガッシャーブルム隊は、フォスコという、権力からつ

ねに距離をおきつつ、豊かな知性とユーモアに満ち

た人間性をもつ隊長のもとで、のびのびとした隊で

あったことは、いまも当時の隊員が述懐している。 

 

また当時はクライマーとしての実力はあるが、地

方の出身の登山屋であったボナッティが、のちに世

界の僻地まで赴いて、優れたドキュメンタリーをも

のす著述家となったのも、まさにフォスコに触れた

ためだと告白している。ある意味でチョゴリザ隊隊

長の桑原さんの役割を想起するのは、わたしだけで

はないだろう。翌年１９５９年には、ヒンドゥークシ

ュのサラグラール峰登攀隊隊長として、ローマの学

士山岳会の隊を率いている。その報告書は、『パロパ

ミーゾ（Paropamiso）』という題で出版されているが、

登攀報告の域を超えて、それはヒンドゥークシュ地

域の歴史と文化を広い視野から紹介したものとして、

優れた著書となっている。 

 

こうして、彼は写真家、登山家、旅行家、民族学者、

文明の省察者として、その著書を世に問うことにな

ったのだが、イタリアのアカデミズムの世界ではけ

っして早くから評価されたとはいえない。彼はなが

くイギリス、オックスフォードでの講師としての地

位に甘んずることにとどまった。彼が祖国イタリア

でようやく大学での地位を獲得するのは、人生のな

かばを終えてのこと、ようやく１９７０年代になっ

てフィレンツェ大学に日本学の講座が創設され、そ

の教授になってからのことである。 

 

彼はこうしてイタリアで日本学を学ぶ若い研究者

が集える場「イタリア日本学研究協会」を創設してい

る。そしてのちに京都の国際日本文化研究センター

に客員教授として招聘されもした。 

 

死の数年前からである。彼は心臓の疾患でペース

メーカーを体内に装着する身になった。ただ終生明

晰な頭脳を維持して、その広い知見で著述活動を続

けた。また、つねに山登り屋がもつくったくのない人

間味と寛容さを持ち続けて、おおくのフィレンツェ

を訪ねる日本人の相談相手になった。死因は、ペース

メーカーの不調を直すための手術の結果が不首尾で、

病院で最後の息を引き取ったとのことである。 

 

わたしは彼の死の知らせをまずはテレビのニュー

スで聞いた。そして告別式が６月１０日、フィレンツ

ェの旧市庁合パラッツォ・ヴェッキオで執り行われ

ることを彼の奥さんミエコさんから確かめて、その

日フィレンツェに赴いた。時はすでに６月、ヨーロッ

パは観光シーズンがはじまっており、フィレンツェ

の駅前も、街路も、現地のフィレンツェ人よりも、は

るかに外からの観光客の方が多くみかけられる、そ

んな季節に入っていた。パラッツォ・ヴェッキオは、

かつてルネッサンス時代の都市中心、市の政庁があ

ったところで、その前にはよく知られたミケランジ

ェロの若き頃の作品ダヴィデの彫像が立っている。

そしてここでも庁合の前の広場は、観光客であふれ

かえっていて、およそこんなところのどこで告別式

があるのかという趣きを呈していた。 

 

いったいこの建物のどこで？ こんな思いでわた

しは、この高い石造りの建物の一方にある入り口脇

に立っている女性警官に、フォスコ・マライーニ氏の

葬儀に来たが、どこであるのかとたずねた。すると彼

女は入口の奥の暗い空間を指さす。たしかに指ささ

れた方向には細長いテーブルが置いてあり、そこに

記帳用の帳面が３冊あまリボールペンとともにおい

てあった。告別式の時間帯に都合がつかず、すでに記

帳だけを済ませて立ち去った人もあるのか、すでに

いくつものサインがされていた。ともあれ一時間ほ

ど早く来たために、記帳を済ませたが、そのテーブル

から奥、右を見れば、うすくらい空間のむこうにひっ

そりと遺体を入れたお棺がみえた。棺のまわりには

２０鉢ほどの花が飾られているだけ。さしずめ日本

だったらその花鉢には、献花をした団体や個人の名

前が書かれているのだが、およそそんなものはまっ

たくない。そしてそのわきに３０席ほどの折りたた

み椅子が並んでいるだけのひっそりした告別式場で、
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フォスコはその脇のお棺の中で穏やかな表情で永遠

の眠りについていた。 

 

誰か親族がもたせたのであろう、バラの一枝が右

手におかれてあった。わたしはフォスコに向かって

手を合わせてからあと、右手に彼の娘ダーチャ（現代

イタリアの著名な小説家の一人）がいることに気づ

き、挨拶をした。そして苦しんだのかとたずねると、

いや眠ったままみまかったということであった。 

 

ともあれ少々早めに来たわたしは、しばらく外に

出てから、４時にもどると、すでに告別式場には２０

０人近くの人が来て告別式の開始を待っていた。そ

してのちに紹介するフォスコが予め死を予期して書

いた参列者への最後の言葉を記した印刷物が配られ

た。そこには、なぜ教会の葬儀を避けて、一見味気な

い世俗の葬儀を依頼したのか、その信条が、彼の最後

の信念表明として記されていた。 

 

そうこうするうち、程なくフィレンツェ市固有の

祭服を着込んで、片手にトランペットを持った市の

儀使兵が２人、市長とともにやってきた。そして娘の

ダーチャが前に立ち、式次第としてこれから追悼の

言葉を述べる予定者を紹介する言葉を発し、告別式

は始まった。そこで弔辞を述べたのは、フィレンツェ

市長、イタリア山岳会フィレンツェ支部の会長、イタ

リア日本学研究協会会長、山岳会ガロファニャーナ

（アペニン山脈のフォスコの山小屋のある地域）地

区会長、日本大使、司祭になったが、山にゆくことを

フォスコに教わって自然の美しさ、そして無償の山

登りのうちに喜びを見いだすことを教えられたとい

うフォスコの若いときの友人、そして妻ミエコとい

った人々だったが、いずれもフォスコに対する友情

と敬意に満ちたものであった。 

 

そして最後にトスカナの地方山岳会のグループに

よる山の歌、死せる友を悼む歌を含む３つ（わたしも

知っているものだが）、しっとりとした合唱で、フォ

スコの死を悼みつつこみ上げてくる涙をぬぐう人の

姿も見受けられた。最後にチベットの僧侶が２人読

経、そして市の祭服を着た楽師の哀悼のためのトラ

ンペットの吹奏で式は終わった。 

 

ところで、教会での著名人の葬儀に比すと、いかに

も簡素なものであったが、そのとき配られた彼の残

した最後のメッセージは、たんにイエルサレムとい

う呪縛からみずからを解放しえない（じつは自分も

そこに属している）ユダヤ、キリスト、イスラム文明

世界の人々をこえて、これまで彼が旅してきて出会

ったすべての文明世界の人々に向けられており、文

明の対立のもとで不安に満ちた日々を送らざるをえ

ない現在の世界情勢を考えるとき、だれもがひそか

に心に抱きつつ希求している立場を、控えめながら

も心強く表明している。それを読む人は、味気ない俗

なる告別式場に友を招くことにした理由釈明ととも

に、矛盾に満ちた現代に生きるひとびとにむけての、

立ち去るものとしての最後の祈りの声をそこに見い

だすはずである。 

 

 

親しき友人諸氏ヘ 人生最後のメッセージ 

 

この度、宗教色抜きの葬儀の常として、いかにも味

気ない葬儀場に集まっていただくことになったこと

を、心苦しく思います。もちろんわが愛するフィレン

ツェの崇高で歴史の香りあふれる教会、そして賛美

歌、散香の香り、音楽そして花に満ちあふれた場に、

皆さんをお招きできたのであれば、言うまでもなく

すばらしかったろうことは、重々承知してのこと。た

だそれを阻んだのは、つぎのような自己の信条を最

小限貫きたいという思いでありました。 

 

あなた方は尋ねることでしょう。いまお前は何処

に居るんだい？いったいどういう信念のもとで、お

まえは、だれも避けることのできない不思議な旅に

向けて、地球を去ろうとしているんだいと。 
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それにたいして、わたしは、わたしの人生でのある

決定的な出来事からことを話しはじめたいと思いま

す。１９６５年から６６年にかけてのことです。わた

しはニューヨークのハークルート・ブレース社の依

頼を受けて、かの３つの大宗教のセンターである都

市イエルサレムについて一書をものすことになりま

した。その書物は１９６９年『イエルサレム：時代を

語る岩』という題で発刊されていますが、そのために

イエルサレムに数ヶ月滞在することになりました。

おまけにこの訪間の機会に、わたしは聖書（旧約聖書

と新約聖書）とコーラン（わが友アレッサンドロ・バ

ウサーニによる名訳ですが）を丹念に読むことにな

ったのです。実際わたしの書斎にある『イエルサレ

ム・バイブル』と『コーラン』を見てみてください。

そこにはたくさんアンダーラインがしてあるのを見

るでしょうが、それはすべてそのときのものなので

す。 

 

ともあれこの経験以後のことです。わたしは神の

啓示（Revelation）という問題を真剣に考えはじめま

した。そしてその後「月から地球にメッセージを伝え

るために来た月界人」ということを意味する

“CITLUVIT”という語を造語したのですが、このよう

な立場、言い換えると真の意味で偏見から自由な精

神の持ち主からみて、この〈啓示〉というものは、な

にもイエルサレムにおいて発せられたかの有名な２

つの啓示に限定されるものではないと考えはじめた

のでした。それこそ、視野を広げて、啓示は、ゾロア

スターの思想にも、ヒンドゥーのリシの考えにもあ

る。いや仏教をどうして無視できましょう。サッダル

マ・プンダリーカもまた啓示の一つではないか。さら

に世界の諸宗教へと視野を広げてみるなら、モルモ

ンのそれ、バハイのそれ、ヴィエトナムのカオダイの

それ、日本の天理教のそれと、おおくの啓示の事例を

見いだすことができる。それこそガルザンティ社の

宗教小辞典を見るだけでも、そこには３８もの宗教

が指摘されています。そのそれぞれにおいて啓示と

いう現象が認められなくてはならないというわけで

す。まさにこういう啓示の洪水を前にして、神様、い

ったいどれが本当の信用にたる啓示なのですか？ま

さか神様あなたは、人間をからかおうとしておられ

るんではないでしょうね？ある啓示に対してこれが

より優れているといういったい何処にそういう保証

があるんでしょう？と尋ねたくなるほどなのです。 

 

わたしはこうした疑間を抱きつつ、それぞれに互

いに距離を保った諸文明に向けての旅をし、それに

じかに触れる経験を通じて、はっきりと次のように

思うようになったのです。つまり、ある特定の場所、

特定の時点で、特定の人物に開示されるところの〈局

在する啓示 Rivelazione Puntuale> というもので

はなく、〈常在する啓示 Rivelazione Perenne〉と

いうものが実はあるんだ。それは自然の中でも、日常

の人間的世界のなかでも、もし聴こうとするものな

らいつでも何処でも、神秘的な語りかけとして受け

取られるものであり、じつはそういう宗教的場にわ

れわれはいる。なにも預言者から聴くのでもなく、聴

く、見る、読むだけでよい。すべては啓示としてそこ

に、いつも示されていると。 

 

もちろんこういう考えに対して、あなたは、たしか

に美しいもの、崇高なもの、朝日に輝く樹上の雪、月

光のもと岩に砕ける波頭、林の梢を吹き渡る風に触

れるとき、われわれはある神々しさを感得する。しか

し醜いもの、悪しきもの、恐るべきものに触れても、

お前はこの常在する啓示を感得するのかと、尋ねる

でしょう。答えは言うまでもなく〈そうだ〉です。あ

る意味で悪は善や美よりもより啓示としての教えを

含み、はるかに神秘である。神は無垢の子供の死を、

そして苦悩をどうして許容するのか？神秘性が増す

につれて、苦しみはいや増し、恐れにおののくと言う

べきでしょうか。 

 

確かにこういう視点から見ても、イエスはモーゼ

やムハマッドと等しく、いや仏陀や老子と同様に偉

大なる人物であり続けます。しかし（おそらくあの巧

妙かつ天才的なパオロの創作でしょうが）イエスを

わたしはどうしても〈神の子〉とは見なせないので

す。 

 

常在する啓示の中で、わたしは平和と安心とを見

いだしてきました。きわめておおくの理由から、わた

しは〈局在する啓示〉よりも〈常在する啓示〉の方が
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はるかに優れていると思えたということをいま告白

します。 

 

そう、常在する啓示は、それこそ最初にこの世に到

来した人類が不安と、感謝と、希望と不思議の思いを

もって天を見上げたそのときから、つねに常在して

いたのです。もし局在する啓示の立場に立つなら、啓

示は人類史のなかできわめて遅れて立ち現れたと言

うことになります。常在する啓示という考えに立つ

ときはじめて、啓示宗教が現れる以前の人類、古代

の、また異教の、そして未開の人々にも啓示はあった

ということになり、この不自然さは解消するのです。

そしてこの常在する啓示という観念のもとで、ネア

ンデルタール人も、さらに遠い過去の人々と同様に、

われわれの親しき同胞、親しき精神の友となるので

す。 

 

この常在する啓示のもとでは、まさにある啓示を

信ずるがゆえに、他の啓示の信者を物理的に抹消す

ることに向かう、あのファンダメンタリスト的崩壊

現象は回避されるはずです。あの恐ろしい出来事は、

すでに過去においていくどもおこったことです。十

字軍を、アメリカ大陸征服時のあの悲劇を、ヨーロッ

パを初め各大陸で繰り広げられた宗教戦争を想起す

るだけでよいでしょう。またあまたのテクストを引

用するまでもなく、次の二つをあげるだけで十分で

しょう。教父フランチェスコ・パニガローラ（１５４

８〜１５９４）は『ドグマにかんする教え』（フェラ

ラ、１５８５）においてこう言っています。「もし（キ

リスト教を信じない）不信仰ものに勝利すべく神が

恩寵を賜るのであれば、彼等を赦すことなく、殺して

しまえ」と。ときに心優しき仏教徒でさえ、輸廻に関

する観念を危険な方向に押し曲げています。 

 

イェチケは彼のチベット語辞典（１２３頁）でこう

言っています。「チベット人の信仰によれば、仏教の

敵を殺すのは一つの慈悲である。それで彼が罪をさ

らにつみ重ねることが防げるからだ」と。（異なる宗

教信条の保持者の共住を希求する）エクメニズムは、

もし自己の宗教の啓示の内部にとどまるかぎり、こ

ころよい懐のなかに安住しつつ、彼らの言葉は、たん

なる言葉、虚ろで偽善なものにとどまる。〈歴史〉で

はなく、〈自然〉に結びついた〈常在する啓示〉こそ

が、深くかつ実感のこもった人類同士の精神的一体

へと、われわれを導くのです。 

 

常在する啓示という考えのもとでこそ、宗教と科

学、人間と自然とのあいだの対立は克服されるはず

です。科学はそこでは常在する啓示の探求になり、隠

された神との協力のもとで、宗教的な営為と一体化

するはずです。 

 

常在する啓示こそが、遠き孤島で自足しつつ謙虚

に住む人から、高度なる文明中心で最高の知性の高

みに達した人にいたるまで、すべての生きとし生け

る人類のすべてが、ひとつになることを保証してく

れるのです。 

 

もう一度最後に、伝統的なしきたりに従ったふさ

わしい告別の場を用意して、あなた方をお招きする

ことをしなかったことの許しを乞うとともに、いま

なぜそうしなかったかその理由がおわかりいただけ

たことを期待しつつ、お別れの言葉に代えさせてい

ただきます。            フォスコ 

 

 

 

（注）筆者の谷泰先生から転載の許可をいただきました。また、筆者訂正を頂いた個所は訂正いたしました。 
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アジア太平洋戦争下の民間人抑留 

          ――その経緯と日本各地の状況 

 

                                     小宮まゆみ 
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「捕虜収容所・民間人抑留所事典―日本国内編」 

負の歴史繰り返さないため、詳細な記録掘り起こす 

福永 徳善（POW 研究会会員・事典編集委員） 

 

 ＰＯＷ（ピー・オー・ダブリュー）研究会は２０

０２年３月に発足、国内外約８０人の会員が互いに

協力しながら、連合軍捕虜・民間人抑留者や戦犯裁判

の調査、元捕虜や遺族との交流など様々な活動に取

り組んでいる市民団体です。ＰＯＷとは、Prisoner 

of War の略称で「戦争捕虜」を意味します。このた

び、２０年超に及ぶ活動の集大成として、アジア太平

洋戦争下に日本国内で開設された連合軍捕虜収容所

と民間人抑留所の概要と記録を網羅した研究事典を

公刊しました。 

 私たちはアメリカの国立公文書館や日本の国会

図書館憲政資料室に所蔵されるＧＨＱの公文書を集

めました。元捕虜とその家族だけでなく、元収容所職

員や地元住民からの聞き取り調査を行い、捕虜側と

日本人側の双方の視点から実態を解明しようと努め

ました。本書はこれらの多種多様な資料、情報源から

事実をひとつひとつ掘り起こした詳細な記録です。 

１９４５年８月、広島への原爆投下に関してトル

ーマン米大統領はラジオ演説の中で、「日本は予告な

しにパールハーバーでわれわれを攻撃した。米人捕

虜を殴打し、餓死させ、処刑した。日本の戦争遂行能

力を完全に破壊するまで原爆を引き続き使う」と述

べました。捕虜虐待は原爆投下の口実にされるほど

の国際問題でした。 

戦時下、労働力不足に悩む日本では敗戦までに１

０の捕虜収容所が作られ、アジア各地から移送され

た約３万６０００人の連合軍捕虜が鉱山、造船所、軍

需工場などで働かされました。病気や飢え、暴力など

が原因で約３５００人の捕虜が死亡しました。その

結果、収容所関係者らが戦後、ＢＣ級戦犯裁判で裁か

れました。また、日本に宣戦布告した国の国籍を持っ

ていた民間人の一部を「適性外国人」として拘束し、 

全国の抑留所に収容しました。短期間のものを含め 

延べ約６０カ所の収容所がありました。 

「シベリア抑留」における収容所の数や実態は未

だ詳細不明だと聞きます。日本国内の捕虜収容所・民

間人抑留所についても、敗戦直後に日本側は多くの

資料を焼却処分してしまい、記録のほとんどは闇に

葬られようとしました。ところが連合国側は収容者・

抑留者への聞き取りを丁寧に行い、詳細な記録を残

しました。そして元捕虜らが自らの体験を手記にし

て、その一部が刊行されることもありました。筆者の

調査した通称「広畑収容所」（兵庫県姫路市）に限っ

ても。収容されたアメリカ軍元捕虜が戦後に刊行し
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た手記は少なくとも６冊あります。日米開戦直後に

グアム島で捕虜となったアメリカ海兵隊委員ら８０

人は、香川、大阪を経て広畑に移送され、日本製鉄の

工場で使役されました。彼らは約３年８カ月の間、日

本軍の捕虜として生活しましたが、乏しい食事や苛

酷な労働，体調などのひどい待遇に加え、感謝祭やク

リスマスに許された娯楽や赤十字国際委員会からの

支援物資配布に狂気したことなどを書き残していま

す。 

日露戦争時のロシア軍捕虜、第一次世界大戦時の

ドイツ軍捕虜について、日本は国際法を遵守したう

えで「文明国からのお客様」として丁寧な待遇をしま

したが、アジア太平洋戦争では、連合軍捕虜と日本人

戦犯の双方に大きな痛手を残す結果となりました。

たとえ生き延びたとしても身体だけでなく心に傷を

負った元捕虜の存在を忘れてはなりません。また、処

刑された戦犯の遺族も苦しく長い戦後を生きること

になりました。多くの人にとって捕虜収容所・民間人

抑留所の存在は「知られざる歴史」と思われますが、

戦後８０年近くが経っても解決されない問題を引き

起こしました。しかし同様の事態は世界で戦争・紛争

が起こるたび、何度でも繰り返されます。負の歴史を

繰り返さないために、なぜこのような問題が起きた

のかを考えながら、ご一読いただければ有難く存じ

ます。 

【2023 年 12月刊、B5判・960頁、税込み 23,100円】 

 

２
０
２
３
年
12
月
25
日 

朝
日
新
聞 
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「宮澤・レーン・スパイ冤罪事件」を伝え続ける活動の報告（東京） 

われわれが、ダーチャ・マライーニさんを知ったのは、父上のフォスコ・マライーニさんが北大時代に「宮

澤・レーン・スパイ冤罪事件」の被害者・宮澤弘幸と「心の会」はじめ登山・スキーなどで親交を重ね、宮澤

を「心からの友人」と讃えた無二の親友であったことを知ったことによる。 

1941 年 12 月 8 日の太平洋戦争開戦の日、北海道帝国大学学生の宮澤弘幸、同大学予科英語教師のハロル

ド・レーン、ポーリン・レーンらが軍機保護法違反容疑で検挙され、暗黒裁判で宮澤とハロルドは懲役 15年、

ポーリンは同 12年と断罪された。戦後開放された宮澤が唯一当時の知人を訪問したのはフォスコであった。 

戦後この冤罪事件は埋もれていたが、宮澤の妹・秋間実江子さんとの縁で事件を知った毎日新聞と北海道大

学ＯＢの有志らは、2013年に札幌で「北大生・宮澤弘幸『スパイ冤罪事件』の真相を広める会」を結成し、「国

家権力犯罪には“時効”はない」との視点から、事件の真相を糺し伝える活動を継続している。東京周辺在住

の北大ＯＢも、「『宮澤・レーン事件を忘れない！』北大・戦後世代をつなぐＯＢＯＧの会」を結成して、宮澤

が不当検挙された 12月 8日墓参と、2月 22日命日墓参とつどいを継続している。 

われわれは、「戦争の残酷」を体験され「反ファシズム」小説を書かれているダーチャさん来日歓迎を機に、

文字通り「戦争前夜」の様相である日本の現況に危機感を持ち、活動を継続していく方針である。 

 

【“宮澤ら検挙”を無視した北海道帝国大学】 

 北大で外国人教師と学生が親睦目的で結成した

「心の会」の会員である宮澤弘幸、レーン夫妻らが

1941年 12月 8日、特高にスパイ容疑で検挙された。

大学の自治侵害と冤罪という不当弾圧に対し、北大

当局は何の抗議も救済もしなかった。宮澤の母親と

くは、検挙の報を聞いて今裕・北大総長の自宅を訪ね

たが応えてくれなかった。戦後、レーン夫妻は、有志

教員らの働きかけが実り 1951年に北大復帰し、事実

上、名誉回復がなされたが、宮澤弘幸については、上

田誠吉弁護士の著作『ある北大生の受難―国家秘密

法の爪痕』（1987年刊）によって事実が明らかになっ

た後も北大当局による無視が続いた。 

【われわれが「スパイ冤罪事件」を知った発端】 

 登山家・山野井泰史は、1985年 6月、コロラド州

でロッククライミング中、転落して大けがをし、収容

された病院でボランティア活動をしていた秋間美江

子の介護を受けた。これが縁で、秋間と泰史の父・孝

有との交流も生まれ、「私の兄・弘幸は、特高に検挙

され、網走刑務所に収監されたが劣悪な環境下で体

力が衰え、戦後釈放されたが 27歳で死んだ。墓は新

宿・常圓寺にある」と話した。正義感の強い山野井孝

有（毎日新聞印刷 OB）はこの事実を放っておけず、 

ブログに書いたりして広く、訴え続けた。 

【北海道大学に宮澤弘幸遺品アルバム贈呈】 

 2012年秋、山

野井宅を訪問し

た秋間美江子

は、高齢になっ

たことから、兄・

弘幸の遺品アル

バムを北海道大

学に寄贈したいと申し出た。山野井は秋間と一緒に、

10月 24日、北大を訪問。新田孝彦・北大副学長らに

遺品アルバムを手渡すと同時に「宮澤弘幸の退学撤

回と名誉回復」を求めた。 

 続いて 11 月 12 日、東京新宿・常圓寺で、秋間美

江子・山野井孝有の北大訪問報告会を開催、山野井の

友人ら約 40人が参加した。この場で宮澤弘幸の名誉

回復と国家による冤罪事件を繰り返させないための

運動を組織しようとの意見が出された。 

【2013 年 1 月以降の主な活動記録】 

◆2013年 1月 29日 札幌・エルプラザで約 40人が

参加して「北大生・宮澤弘幸『スパイ冤罪事件』の真

相を広める会」（以下「真相を広める会」）を結成した。

代表・山野井孝有、山本玉樹、世話人７人。会則の目
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的で「スパイ冤罪事件を糺し、宮澤弘幸の退学撤回と

名誉回復、そして秘密保全法（当時の呼称）立法阻止」

を掲げた。 

 

 

 

 

 

 

 

◇2月 26日、「真相を広める会」の代表３人が、北大

に「宮澤弘幸の名誉回復と謝罪」を求める申入書を渡

す。北大側は総務課長補佐が無言のまま受け取った。 

◇5月 27日、山口佳三・北大総長名で「真相を広め

る会」代表宛に、再調査結果として、学籍簿、教授会

議事録など７点の資料を送付。同文書は、5月 30日

に米国在住の秋間美江子さんに直接手渡された。 

◇10 月 10 日 「秘密保護法阻止 10.10 シンポジウ

ムーこの道はいつか来た道―宮澤・レーン『『スパイ冤

罪』事件の再来を許すな 10.10 東京集会」『（エデュ

カス東京）。北村肇・週刊金曜日代表、西本武志・日

本勤労者山岳連盟会長らが発言。この集会以降、北大

OBOG 有志が積極的に参加。 

◇10月13日 「この道は、戦争への道―宮澤・レー

ン・スパイ冤罪事件の再来を許すな一秘密保護法阻

止 10.13札幌集会」『（札幌エルプラザ）。岸本和世『・

日本キリスト教団牧師、今橋直・自由法曹団弁護士ら

が基調報告。 

◇12月8日「もう一つの12月8日一札幌集会」『（北大学

術交流会館）。齋藤耕・北海道憲法会議事務局長が問

題提起。声明「憲法破壊『・日本を戦争する国に変える

秘密保護法の強行採決に厳重に抗議する」 

◆2014年2月22日『「宮澤弘幸悼・・彰墓墓参」◇『「宮

澤弘幸悼・・彰墓のつどい一悪夢再来の秘密保護法

を許さない」(東京・常圓寺)140人参加。岸井成格・

毎日新聞特別編集委員、戸塚章介・新聞OB九条の会事

務局長らが発言。 

◇4月6日「秘密法に反対する全国ネットワーク」第１

回全国交流集会(名古屋)に参加。その後、大阪、東京

で交流集会を開催し、秘密保護法に関連する情報を

詳細に報道、提供している。本会も連帯して、宮澤・

レーン・スパイ冤罪事件を全国に広げる活動を開始。 

◇3月11日 秋間美江子が毎日放送ラジオの取材で

訴える（東京・毎日放送ラジオスタジオ） 

◇5月6日「秘密保護法と宮澤弘幸の名誉回復を求め

る市民のつどい」（北大学術交流会館） 

◇5月7日 北大『・三上副副学長が初めて「真相を広め

る会」との交渉に応じ『「宮澤・レーン事件」は『「冤罪

だった」と明言し『「風化させない」とも表明。さらに

宮澤弘幸彰墓し、その精神を次代の学生に伝えるた

めに「宮澤賞」を創設するなど、不十分ながら従来の

無視対応から転換した。 

 

 

 

 

 

 

 

◇9月30日 『「真相を広める会」、北大総長に、宮澤

らを彰墓する「心の会の碑」(仮称)の建立をめざす

502人の賛同署名文書を渡し、協力を申し入れる。 

◆2015年2月22日 「『戦争への道』許さず秘密保護法

廃止を！ 宮澤弘幸悼・・彰墓2.22のつどい」（常圓

寺）◇このつどい後に開催した「北大OB懇親会」（新

宿ニューシティホテル）にて、北大OBとして今後活動

に協力して継続することを決意。 

◇12月6日『「宮澤『・レーン・スパイ冤罪事件の再来を

許さない道民の集い」(北大学術交流会館)。講演＝荻

野富士夫・小樽商科大教授。 

◆2016年2月22日 宮澤弘幸悼・・彰墓墓参◇「宮澤・

レーン事件を忘れない一北大OBOGのつどい」『（新宿ニ

ューシティホテル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇12月10日『『「宮澤・レーン事件を忘れない一太平洋

戦争開戦75周年に集う北大OBOGの会」(四谷・主婦会

館)『＝写真。「広める会」活動に協力でまとまる。 
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◆2017年2月22日『「宮澤弘幸悼・・彰墓墓参」◇『「宮

澤・レーン事件を忘れない一強権国家づくリノー! 

北大OBOGのつどい」(常圓寺)。講演＝伊藤セツ・昭和

女子大名誉教授が「山川菊栄研究からみる戦前の運

動・言論取締り」。36人参加。 

◆2018年2月22日『「宮澤弘幸悼・『・彰墓墓参」◇『「強

権国家NO！宮澤・レーン事件から学ぶ 北大OBOGの

集い」（新宿・常圓寺）。講演＝宮田汎・治安維持法

国賠同盟北海道本部会長が「治安維持法による道内・

北大における諸事件を振り返る」。58人参加。 

◆2019年2月22日『「宮澤弘幸悼・・彰墓墓参」◇『「『『無

罪』宮澤・レーン事件を忘れない！ 2.22宮澤弘幸七

十四回忌 北大OBOGの集い」講演＝荻野富士夫・小樽

商大名誉教授が「レーン・宮澤事件―もう一つの12月

8日」（常圓寺) 

◆2020年2月22日「宮澤弘幸悼・・彰墓墓参」 

◇10月25日 秋間美江子さん死去。『「事務局たより」

号外「秋間美江子さん悼・」発行。 

◆2021年、2022年2月22日「宮澤弘幸悼・・彰墓墓参」。

（集会はコロナ禍のため中止） 

◇12月4日～2022年1月30日 『『「宮澤・レ一ン事件」

80周年特別展』＝主催・北海道大学総合博物館・北海

道大学大学文書館。入場者1万人。 

◆2023年2月23日 『「 にも知ってほしい！国が戦争

に暴走し自由を圧殺した宮澤・レーン『スパイ冤罪事

件』のことを！ 北大OBOGのつどい」『（新宿・農協会

館）。講演＝青木美希『（ジャーナリスト）が「原発・

憲法、ジャーナリズムの今」。 

◇4月12日 遺族が宮澤弘幸と４人の家族の遺骨を

宮澤家墓地から供養塔へ移動し法要（常圓寺） 

◆2024年2月23日「宮澤弘幸七十八回忌法要・悼・・

彰墓墓参」◇「2.23『宮澤・レーン事件』を考える 北

大OBOGの集い」（常圓寺）。講演＝藤田正一・元北大副

学長が「クラーク精神と大戦前夜の北大生」 

  ********************************************************************************************* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「真相を広める会」ホームページ http://miyazawa-lane.com/ 

http://miyazawa-lane.com/
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